
2010

January

１
（平成22年）

No.535

新年のご挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 2

新着ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 3

新春対談：泉南市の文化歴史をたどる・・・・・Ｐ 4

お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 10
シリーズ人権・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 18
子育て情報局・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 20
情報ＢＯＸ・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 24
読者プレゼント・市民のひろば・・・・・・・・Ｐ 26
まちかどスナップ ・・・・・・・・・・・・・Ｐ 27
ふるさと歴史紀行・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 28



2

新
年
謹
賀

　明けましておめでとうございます。 

　市民の皆さまには、すがすがしく新春をお

迎えのことと心からお喜び申し上げます。 

また、日ごろより泉南市議会に対しまして、

暖かなご理解とご協力を賜りまして厚くお礼

を申し上げます。 

　昨年は、経済危機、気候変動による災害等、

何かと暗いニュースの多かった 1 年ですが、

ようやく景気の底打ち感もあり、少しは経済

状況も回復の方向に向かっているように思い

ます。 

　本市におきましても、全庁をあげて行財政

改革に取り組み、市民サービスの維持に努め

ているところでございますが、関西国際空港

株式会社の経営状態悪化の問題等、まだまだ

取り巻く環境は厳しくより一層の経済状況の

回復が望まれるところです。 

　市議会といたしましても、これまで以上に

市民の皆さまと英知を出し合い、住みよく明

るいまちづくりに邁進していく所存です。 

　さて、この２月にはカナダ・バンクーバー

におきまして冬季オリンピックが開催され、

ウィスラーというとても美しいスキーリゾー

トの地を中心に、さまざまな競技が行われま

す。冬のオリンピックといいますと、日本の

お家芸でありますフィギュア・スケートやス

キーのジャンプ競技が思い起こされます。ぜ

ひ、日本も泉南市もそういったオリンピック

競技の華麗なジャンプのように飛翔できる１

年であり、泉南市民にとりまして夢と希望に

あふれた１年になればと願います。 

　最後に市民の皆さまのご健勝とご多幸をお

祈り申し上げまして新年のご挨拶といたしま

す。 

　明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまにおかれましては、幸多き新

春をお迎えのことと謹んでお喜びを申し上げ

ます。また旧年中は市政各般にわたり、格別

のご高配を賜り重ねてお礼申し上げます。

　さて、昨年から世界的規模で新型インフル

エンザが猛威を振るい、私たちの市民生活へ

深刻な影響を与えております。本市でも、新

型インフルエンザの対策措置を講じて参りま

したが、今後もその動向を注視していく必要

があると考えております。

　また、西日本各地で台風による被害が相次

ぎ、とりわけ山口県では大雨による土石流が

ふもとの高齢者施設を直撃するという心痛な

災害が発生いたしました。被害に遭われた地

域の皆さまには心からお見舞い申し上げま

す。本市におきましても土砂災害をはじめと

する防災対策について再度点検し、このよう

なことが起こることのないよう安全・安心な

まちづくりに取り組んで参ります。

　そして今年、本市は昭和４５年に市制を施

行して４０周年を迎えます。市制施行以降、

国道２６号の開通、りんくうタウンの完成、

関西国際空港の開港など、市の眺望景観は一

変して参りました。先人から受け継がれて

きた伝統と自然および臨空都市としての発展

は市の財産であるとともに誇りであります。

４０年という節目を迎え、これからもその誇

りを胸に、まちづくりの主体である市民の皆

さまとの協働によって、成熟かつ自立したま

ちづくりに尽力して参りたいと存じます。

　結びに、本年が市民の皆さまにとりまして、

幸多き一年となりますよう心からお祈り申し

上げ、年頭の挨拶といたします。

泉南市長
向井　通彦

泉南市議会議長
堀口　武視

2010年　
　新年の
　　ご挨拶
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新着ニュース

Topics                 泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/
 　

年
間
約
17
万
件
、
月
間
１
万
数

千
件
も
市
内
外
か
ら
ご
訪
問
い
た

だ
く
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ

ん
、
サ
イ
ト
内
の
ご
希
望
ペ
ー
ジ

に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。 

【
４
月
掲
載
分
の
募
集
受
付
】

１
月
12
日
㈫
か
ら
。
以
降
は
随
時 

【
掲
載
料
】
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
１

か
月
間
１
万
円
。
広
告
の
規
格
や

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
泉
南
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
→
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中 

【
問
合
せ
】
情
報
管
理
課

（
☎
483
・
０
０
０
５
／

e-m
ail:jyou

kan
@

city.sennan.lg.jp

）

市
役
所
一
般
封
筒
の
広
告
募
集

【
広
告
枠
】
角
形
２
号
封
筒
裏

面
４
枠
（
一
色
刷
り
120
㎜
×
100

㎜
）

【
封
筒
数
】
２
万
枚 

【
掲
載
料
】
７
万
円 

【
応
募
方
法
】
封
筒
広
告
掲
載

要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
→
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま

ち
づ
く
り
→
行
財
政
改
革
の
推
進

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
１
月
22

日
㈮
ま
で
に
会
計
課
へ

（
☎
483
・
９
０
３
４
）

　

11
月
27
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
大
阪
・
り
ん
く
う
様

（
新に
っ

田た

や谷
眞ま

り

こ
理
子
会
長
）
か
ら
、

女
性
問
題
に
関
す
る
分

野
の
図
書
充
実
に

と
10
万
円
を
ご

寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
対

し
、
紙
上
よ

り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
図
書
館

（
☎
483
・
７
７
６
６
）

泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
広
告

（
有
料
）
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

11
月
12
日
～
13
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
平
成
21
年

第
２
回
泉
南
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、議
長
に
堀ほ

り
ぐ
ち口
武た
け
し視
さ
ん（
心

政
ク
ラ
ブ
）、
副
議
長
に
木き
の
し
た下
豊と
よ

和か
ず
さ
ん
（
民
主
党
・
虹
と
緑
・
泉

南
維
新
連
合
）、
監
査
委
員
に
北き
た

出で

寧や
す
ひ
ろ啓
さ
ん
（
地
方
民
会
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
左
表
の
と
お
り
各
委
員

会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

（
☎
483
・
０
０
０
８
）

新
し
い
議
長
・
副
議
長
・

監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

議長 副議長 木下豊和 北出寧啓監査委員堀口武視
委員会名 委　　員委員長 副委員長
総 務 文 教
常任委員会
厚 生 消 防
常任委員会
産 業 建 設
常任委員会

空港等まち
づくり対策
特別委員会

議会報編
集委員会

南　良徳

堀口武視

成田政彦

北出寧啓

南　良徳

大森和夫

真砂　満

和気信子

角谷英男

松本雪美

和気信子原　憂子

原　憂子

大森和夫

梶本茂躾

真砂　満

梶本茂躾

梶本茂躾

河部　優

小山広明

井原正太郎

南　良徳

小山広明

森　裕文

行財政問
題対策特
別委員会

中尾広城

竹田光良

原　憂子
成田政彦

和気信子

田畑　仁

河部　優

森　裕文

谷　外嗣

木下豊和

谷　外嗣

田畑　仁

河部　優

角谷英男

真砂　満

北出寧啓

北出寧啓

南　良徳成田政彦

角谷英男

北出寧啓

和気信子
松本雪美原　憂子 井原正太郎小山広明

平成21年度
予算審査
特別委員会

真砂　満梶本茂躾
谷　外嗣

南　良徳

和気信子
松本雪美竹田光良 小山広明角谷英男

同和更生資金
貸付基金償還金
調査特別委員会

真砂　満中尾広城
森　裕文

中尾広城

井原正太郎

議会運営
委 員 会

竹田光良

松本雪美
小山広明

谷　外嗣

中尾広城

議　長

堀口武視さん

副議長

木下豊和さん

監査委員

北出寧啓さん

　

ご
み
収
集
手
数
料
取
扱
（
指
定

袋
・
処
理
券
の
販
売
）
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
事

業
所
お
よ
び
団
体
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
課

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

泉
南
市
ご
み
収
集
手
数
料

取
扱
協
力
店
募
集

泉南市ごみ収集手数料取扱協力店募集要項
応募資格 ①泉南市内に販売者が常駐する常設の店舗があり、市指

定袋と粗大ごみ処理券の両方の販売を誠実に行うことが
できる、売り場面積が 500 ㎡以下の事業所または団体

業務内容 泉南市ごみ収集手数料取扱にかかる指定袋・処理券の
販売。詳しくは「泉南市ごみ収集手数料取扱協力店の
手引き」をご覧ください

契約期間 平成 22年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日（毎年度更新）
委託金額 徴収した手数料（販売額）の７％
添付書類 泉南市商工会の推薦状または泉南市の全納税証明書
申込み 「泉南市ごみ収集手数料取扱申込書（様式第 1号）」に

必要事項を明記し、添付書類を添えて〒599-0201（阪
南市尾崎町 532）泉南市清掃課へ。申込みは郵送可。
1月 5日㈫～ 29 日㈮必着

取扱品目 種類・販売単位 販売単価・セット価格
②市税に対し、未納の税がないこと

家庭系
可燃ごみ
指定袋

家庭系不燃
ごみ指定袋
粗大ごみ処理券

45ℓ1セット（10 枚入り）1枚単価 45 円・450 円
30ℓ1セット（10 枚入り）1枚単価 30 円・300 円

45ℓ１枚単位 1枚単価　500 円
20ℓ１枚単位 1枚単価　250 円
1枚単位 1枚単価　500 円

20ℓ1セット（10 枚入り）1枚単価 20 円・200 円
10ℓ1セット（10 枚入り）1枚単価 10 円・100 円

Topics
新着ニュース
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新春対談
泉南市の文化歴史をたどる

市制 40 周年

ゲスト：森
もりひろ

広浩
ひろみつ

允さん
住んで良かった泉南市に貢献するこ
とを目的とする SENNAN まちづくり
市民会議代表。市民と行政の協働に
よるまちづくりをめざし、生涯学習
部会・文化歴史部会・環境部会を活
動の中心としておられる。

司会：上
うえのやま

之山幸
さ ち よ

代さん
生まれも育ちも泉南市。歴史や文化
について、最前線で活躍されている
方々のお話をお聞かせいただける良
い機会であるとともに、ぜひゲスト
の方々の魅力を市民の皆さまにお伝
えしたい。

ゲスト：松
ま つ だ

田秀
しゅういつ

逸さん
泉南案内人の会会長。泉南市内の観
光資源を発掘し、泉南ブランドとし
て観光スポットの創造やボランティ
アガイドとして来訪者との交流を通
じて、資源の有効活用に取り組んで
おられる。

ゲスト：石
いしがみ

神節
せ つ こ

子さん
朗読ボランティアくすの木で活動し
ていた際、「泉南市声のガイドマップ」
作製に尽力。それをきっかけにくす
の木を代表して泉南歴史研究会に入
会。現在も役員として活動しておら
れる。

市長：向
む か い

井通
みちひこ

彦
現在、4 期 16 年目。市制 40 周年の
節目の年にあたり、泉南市の文化歴
史に深く携わる方々の意見を参考に、
魅力あふれる泉南市を実現し、まち
の活性化をめざして市政運営を行っ
ていく。

この対談は、向井市長が市民の方からご意見やご要望をお聞かせいただき、市政運営に反映させることを目的に行っています。
今年は泉南市が市制 40 周年を迎えるにあたり、あらためて私たちのふるさと泉南に伝えられてきた文化や歴史について振り
返るべく、関連する団体で現在も活躍中の３名の方にお集まりいただき、和やかな雰囲気のなか対談が行われました。
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司
会　

皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
、
本
日
の
進
行
役
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
上
之
山
幸
代
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ご
出
席
い
た
だ

い
て
い
ま
す
皆
さ
ま
に
、
自
己
紹
介
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
神　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
石
神

節
子
で
す
。
私
は
泉
南
歴
史
研
究
会
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
泉
南
市
制
が
開
始
し
た
と
き
は
、

こ
れ
か
ら
市
と
し
て
栄
え
て
ゆ
く
の
だ
な
と
大

き
な
希
望
を
持
ち
な
が
ら
婦
人
会
活
動
に
邁
進

し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
ご
ろ
、
私
は
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

く
す
の
木
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

朗
読
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
声
の
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
新
家
・
樽
井
・
信
達
・
鳴
滝
な
ど
６
つ
の
地

区
か
ら
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
通
じ
て
、
泉
南
歴
史
研
究
会
設
立
の
際

に
お
誘
い
を
受
け
て
入
会
し
ま
し
た
。

森
広　

市
制
40
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
森
広
浩
允
で
す
。
私
は
泉
南
市
に
移
り
住

ん
で
30
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
や
泉

南
大
好
き
人
間
で
す
。
今
の
私
の
職
業
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
ま
ち
づ
く

り
市
民
会
議
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
代
表
を
務

め
て
い
ま
す
。
こ
の
団
体
は
、「
住
ん
で
よ
か

っ
た
泉
南
市
に
寄
与
す
る
活
動
」
を
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
３
つ
の
テ
ー

マ
が
あ
り
、
生
涯
学
習
・
文
化
と
歴
史
・
環
境

問
題
の
取
り
組
み
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
新
家
山
田
家
を
文
化
財
に
認

定
さ
れ
る
べ
く
保
存
活
動
に
励
ん
だ
こ
と
。
ま

た
熊
野
参
詣
道
が
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
泉
南
市
を
縦
断
し
て
い
る
熊
野
街

道
を
ま
ち
お
こ
し
的
に
「
熊
野
街
道
ル
ネ
サ
ン

ス
」
と
名
付
け
、
昨
年
ま
で
で
６
回
開
催
し
ま

し
た
。
環
境
問
題
の
取
り
組
み
で
は
、
泉
南
の

山
間
部
で
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、「
音
と
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
と
名
付

け
ま
し
た
。
現
在
で
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
泉
南

市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
、
昨
年
ま
で

で
８
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
側
で
は

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
が
夕
日
の
美
し
い
聖
地
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
泉
南
市

の
文
化
歴
史
、
自
然
遺
産
を
勉
強
し
な
が
ら
市

民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

松
田　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
松
田
秀
逸
で
す
。
私
は
も
と
も
と
東
北
地

方
の
出
身
で
す
。
以
前
は
、
堺
市
で
暮
ら
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
家
族
で
新
家
の
お

菊
山
や
笠
山
を
訪
れ
た
時
、
泉
南
市
と
い
う
場

所
は
市
制
が
開
始
し
て
間
も
な
い
が
、
基
本
構

想
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。「
青
い
海
・
紺こ

ん
ぺ
き碧
の
空
・
緑
を
守
る
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
考
え
に
感
銘
を
受
け
、
新

家
に
引
っ
越
し
泉
南
市
民
に
な
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
泉
南
市
・
新
家
の
こ
と
に
つ
い
て
何

も
知
ら
な
い
と
い
う
状
態
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ

は
自
分
で
調
べ
な
け
れ
ば
と
地
域
の
有
力
者
を

訪
ね
歩
き
ま
し
た
。名
所
旧
跡
を
知
る
に
つ
れ
、

こ
こ
は
素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産
の
あ
る
ま
ち
な

の
で
は
な
い
か
と
い
う
風
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
自
身
も
新
家
に
限
ら
ず
泉
南
市

の
中
で
ま
ち
の
誇
り
を
探
し
て
み
よ
う
と
思
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っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
仲
間
が
次
第
に
集
ま
り
始

め
「
泉
南
案
内
人
の
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
史
跡
に
限
ら
ず
泉
南
の
誇
り
に
な
る

も
の
を
探
し
だ
し
、
お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ

た
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
い
う
も
の
で

す
。
山
田
家
が
登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
、
保

存
協
議
会
に
協
力
す
る
形
で
、
泉
南
案
内
人
の

会
は
平
成
14
年
以
来
、
一
般
公
開
日
に
屋
敷
の

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
全
員
高
齢

者
で
す
。
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
市
内
を
闊
歩

す
る
の
が
私
た
ち
の
目
標
で
す
。
こ
れ
を
今
後

と
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

は
泉
南
市
が
市
制
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
自

身
も
泉
南
市
民
と
し
て
40
年
目
を
迎
え
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
交
通
の
便
な
ど
は
あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
ち
の
骨
格
は
で
き
つ
つ

あ
る
と
い
う
時
代
で
し
た
。
ま
た
そ
れ
以
前
か

ら
公
務
員
と
し
て
道
路
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
た
の
で
、
泉
南
市
で
も
整
備
な
ど
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
日
は
日
ご
ろ
か
ら
泉
南
の
歴
史
や
文
化
の

研
究
、
そ
れ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
３
名
の
方
に
お
越
し
を
い

た
だ
い
て
、
語
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
泉
南
市

に
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
忌き

た
ん憚
の
な
い
ご
提
案
な
ど
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

司
会　

皆
さ
ん
に
活
動
の
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
感
想
を
お
伺
い
し
ま
す
。
石
神
さ
ん
、
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
す
の
木
は
岡
中
の
大
楠
か
ら

取
ら
れ
た
名
前
で
す
か
。

泉
南
の
史
跡
や
文
化
財
の
変
遷
を
伝
え
た
い

石
神　

は
い
そ
う
で
す
。
し
っ
か
り
と
根
を
張

っ
た
活
動
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
声
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
泉
南

市
外
か
ら
来
ら
れ
る
お
客
さ
ま
に
聞
き
な
が
ら

歩
い
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
泉
南
の
古
い
建

物
な
ど
お
話
し
を
交
え
て
道
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
今
も
図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
当
時
か
ら
は
泉
南
市
は
ず

い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
関
西
国
際
空
港
が

で
き
る
以
前
の
も
の
で
す
。

　

樽
井
の
中
の
古
い
寺
院
な
ど
、
変
わ
り
つ
つ

あ
る
様
子
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
樽
井

の
深ふ

か
み見
仁に

え

も

ん

右
衛
門
の
坂
も
以
前
は
レ
ン
ガ
を
敷

き
詰
め
て
い
ま
し
た
。
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
レ
ン
ガ
坂
と
呼
ば

れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
昔
の
様
子
を
知
る
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
情
報
を
集
め
ま
し
た
。

熊
野
街
道
、
ふ
じ
ま
つ
り

い
ず
れ
も
泉
南
市
の
大
き
な
観
光
資
源

森
広　

熊
野
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
の
活
動
は
５
年

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
関
空
が
で
き
、
和
歌
山
の

熊
野
古
道
が
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
泉
南
市
は
世
界
か

ら
熊
野
詣
で
に
来
る
お
客
さ

ま
の
門
前
町
に
し
た
い
と
い

う
発
想
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
思
い
で
熊
野
街
道

ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
活
動
を

始
め
ま
し
た
。第
１
回
に「
熊

野
街
道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を

開
催
し
、
そ
の
後
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
時
の
パ
ネ
ラ
ー
が
「
ふ
じ

ま
つ
り
」
で
有
名
な
梶か

じ
も
と本

昌ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
梶
本
さ
ん
は
「
ふ
じ
の

保
存
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

皆
さ
ん
の
輪
で
、
お
助
け
く

だ
さ
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
同
年
、
藤
保
存
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
野
街
道
に
生
を
受
け
た

誇
り
と
責
任
感
な
ど
、
郷
土

愛
の
強
い
梶
本
さ
ん
に
は
色

ん
な
事
を
教
わ
り
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
残
念

で
す
が
、
ふ
じ
ま
つ
り
が
続

い
て
い
る
の
は
、
み
ん
な
が

輪
に
な
っ
て
そ
の
思
い
を
引

き
継
い
で
い
る
か
ら
で
す
。

成
長
と
い
う
名
目
で

失
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

松
田　

山
田
家
住
宅
に
は
た
く
さ
ん
の
民
族
資

料
が
あ
り
、
今
は
そ
れ
を
米
蔵
で
資
料
館
と
し

て
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
た
だ
飾
る
だ

泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/
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け
で
な
く
、
実
際
に
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う
取

り
組
み
を
大
阪
観
光
大
学
の
学
生
と
行
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は
春
と
秋
の
年
２
回
、
備
中
鍬
を

使
っ
て
芋
を
掘
り
起
こ
し
、
へ
っ
つ
い
さ
ん
を

使
っ
て
せ
い
ろ
で
ふ
か
し
て
い
ま
す
。
昔
の
道

具
を
そ
の
ま
ま
使
う
の
で
、
皆
さ
ん
興
味
を
持

っ
て
作
業
に
励
ん
で
く
れ
ま
す
。
昔
の
農
家
の

生
活
を
体
験
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
、
た
だ

道
具
を
保
管
・
展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
体
験

す
る
こ
と
を
通
じ
て
昔
に
返
っ
て
み
る
と
い
う

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
会
社
員
時
代
、
世
界
を
変
え
る
と
い
う

こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和

20
年
代
の
道
具
は
30
年
代
に
は
電
化
さ
れ
、
昔

の
道
具
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
高
度
成
長
時
代
と
い
う
名
目
で
、
私
た

ち
は
昔
の
暮
ら
し
を
壊
し
て
き
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
今
に
な
っ
て
ご
め
ん
ね
と
い
う
気
持
ち

を
込
め
て
皆
さ
ん
に
昔
の
暮
ら
し
を
お
伝
え
し

て
い
る
の
で
す
。

司
会　

３
人
の
活
動
の
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。
次
に
皆
さ
ん
の
夢
と
団
体

の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

若
い
世
代
に
歴
史
を
つ
な
ぐ

石
神　

歴
史
は
掘
り
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
や
は
り
若
い
方
に
泉
南
市
の
歴
史

を
含
め
て
、
ど
ん
な
風
に
移
り
変
わ
っ
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

わ
が
ま
ち
を
愛
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

泉
南
歴
史
研
究
会
の
新
し
い
取
り
組
み
の
１

つ
と
し
て
、
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
交
え
て

会
合
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
話
の

一
部
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
残
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
、
歴
史
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
市
を
知
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
樽
井
小
学
校
の
６
年
生
が
、
ま
ち
の
お
地

蔵
さ
ん
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
れ
に
関
す
る
お
話

を
聞
く
活
動
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

樫
井
川
古
戦
場
跡
の
合
戦
、
泉
南
花
回
廊

「
夢
、
誇
り
、
生
き
が
い
」
の
構
想
続
々

森
広　

私
の
夢
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
ま
ち
づ
く

り
市
民
会
議
の
「
住
ん
で
良
か
っ
た
泉
南
市
」

を
も
う
一
歩
進
め
て
「
再
び
住
み
た
い
ま
ち
泉

南
市
」
で
す
。

　

具
体
的
に
は
私
た
ち
の
会
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
し
て
い
る
「
子
ど
も
た
ち
に
は
夢
を
、

青
年
に
は
誇
り
を
、高
齢
者
に
は
生
き
が
い
を
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
１
つ
に
大
阪
夏
の
陣
の
戦
場
跡
で
あ
る

樫
井
川
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
泉
佐
野
市
民

と
泉
南
市
民
が
古
戦
場
跡
で
平
和
的
な
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
樫
井
川
ア
ド
プ
ト
リ
バ
ー
の
取
り
組
み
と

し
て
、
川
を
き
れ
い
に
し
、
桜
を
植
え
て
名
所

に
す
る
と
い
う
大
き
な
構
想
も
あ
り
ま
す
。
再

び
住
み
た
い
ま
ち
泉
南
の
実
現
の
た
め
に
、
市

民
で
や
っ
て
い
け
る
程
度
の
事
を
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
は
、
泉
南
市
の
花
の
名
所
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
て
四
季
を
通
じ
て
、
市
内
の
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
歩
き
な
が
ら
花
巡
り
を
す

る
泉
南
花
回
廊
と
い
っ
た
取
り
組
み
や
市
内
だ

け
で
な
く
、
市
外
か
ら
も
泉
南
市
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
。「
泉
南
市
、
花
の
ま
ち
」
と
い
う
の
は
誇

ら
し
い
ま
ち
、
楽
し
い
ま
ち
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
高

齢
者
の
方
も
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
生
き

生
き
し
た
ま
ち
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
は
ま
だ
ま
だ
生
き
生
き
と

頑
張
れ
る
場
を
求
め
て
い
ま
す

松
田　

先
ほ
ど
の
石
神
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た

樽
井
小
学
校
の
取
り
組
み
で
す
が
、
先
生
が
そ

う
い
う
意
識
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
ね
。
私
た
ち
泉
南
案
内
人
の
会
に
も
依
頼

が
あ
り
ま
し
て
、
昨
年
、
樽
井
小
学
校
の
６
年

生
と
樽
井
の
ま
ち
を
紹
介
し
な
が
ら
歩
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
高

齢
者
に
も
生
き
が
い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
時

間
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
私
た
ち
は
60
歳
を
超

え
て
い
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
。
こ
の
元

気
を
生
か
す
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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河
内
長
野
市
の
花
の
文
化
園
で
は
、
う
ま
く
高

齢
者
と
の
協
働
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
泉
南

市
も
花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
で
実
務
を
高
齢
者
の
協

力
を
得
て
行
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
に
よ
り
高
齢
者
も
、
も
っ
と
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
と
感
じ
ま
す
。

　

も
う
一
点
は
、
泉
南
市
の
観
光
史
跡
に
イ
ス

を
設
置
し
て
も
ら
い
、
語
ら
い
の
場
を
設
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
を
案

内
す
る
際
に
、
腰
を
掛
け
て
説
明
を
聞
い
て
い

た
だ
け
た
ら
、す
ご
く
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
泉
南
市
の
将
来
像
と
し
て
、
な
る
べ
く
費

用
を
抑
え
て
高
齢
者
が
頑
張
れ
る
ま
ち
に
な
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
安
心
、
商
業
性
、
住
み
や
す
い
ま
ち
泉
南

市
長　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
と
し
て
、
自
然
災
害
や
防
犯

な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
安
全
安
心
が
ベ
ー
ス
と
な

る
と
思
い
ま
す
。
泉
南
市
は
海
と
山
に
か
こ
ま

れ
、
自
然
災
害
の
面
で
は
十
分
な
備
え
が
必
要

で
す
。
防
災
用
広
報
シ
ス
テ
ム
が
本
年
度
で
60

か
所
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、

現
在
は
12
地
区
に
及
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
さ

ら
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
住
み
や
す

い
ま
ち
と
し
て
、
交
通
手
段
や
商
業
性
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
を
充
足

し
て
い
け
る
ま
ち
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
本
日
ご
提

案
い
た
だ
い
た
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
も
大

事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
市
役

所
前
の
信
達
樽
井
線
が
、
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
ま

で
開
通
し
ま
す
の
で
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

泉
南
市
は
あ
る
雑
誌
の
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
で
東
京
23
区
を
含
む
806
市
の
中
で
167
位
に
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ

な
要
因
で
市
を
評
価
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

着
実
に
ラ
ン
ク
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
さ
ら
に
客
観
的
評
価
を
上
げ
て
い

く
こ
と
で
、
市
外
か
ら
泉
南
市
を
訪
れ
て
い
た

だ
く
、
あ
る
い
は
住
ん
で
い
た
だ
け
る
ま
ち
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

司
会　

こ
こ
か
ら
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
お
願
い

し
ま
す
。

市
民
力
を
活
用
し
て

行
政
と
市
民
協
働
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

森
広　
「
文
化
は
産
業
の
け
ん
引
車
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
地
場
産
業
が
低
迷
し
て
い
る
泉
南
市
で

求
め
ら
れ
る
の
は
、
自
然
遺
産
や
歴
史
遺
産
を

生
か
し
た
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
観
光
を

主
担
と
し
た
課
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
も
ち
ろ
ん
行
政
の
力
だ
け
で

は
な
く
、
市
民
の
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い

る
団
体
、
市
民
力
を
使
っ
た
行
政
と
市
民
の
協

働
を
観
光
に
取
り
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
の
が
、
夢
で
も
あ
り
要
望
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
市
長
の
話
に
も
あ
っ
た
住
み

よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
私
た

ち
の
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
、
再
び
住
み
た
い

ま
ち
に
も
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
が
協
働

を
行
う
た
め
、
市
役
所
を
頻
繁
に
訪
問
し
て
い

る
と
い
う
の
が
、
良
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

小
さ
く
と
も
歴
史
あ
る
名
所
旧
跡

市
民
の
盛
り
上
が
り
で
観
光
開
発

松
田　
「
泉
南
市
な
ん
て
見
る
べ
き
と
こ
ろ
な

ん
て
無
い
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
証

明
し
た
か
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
、
大
阪
府
の

「
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
ん
で
す
。
泉
南
市
か
ら
は
大
阪
市
に
次
ぐ
件

数
を
応
募
し
ま
し
た
よ
ね
。
一
部
に
は
「
泉
南

市
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
な
ぜ
」
と
い
う
批
判
も

あ
る
よ
う
で
す
。
で
す
が
、
名
所
の
規
模
が
大

き
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
う

ん
で
す
。
小
さ
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
に
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
歴
史
が
あ
る
ん
で

す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
「
泉
南
市
観
光
ス
ポ
ッ

ト
」
と
い
う
冊
子
を
つ
く
り
、
市
内
の
名
所
を

100
か
所
程
度
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま

さ
に
泉
南
市
の
誇
り
と
い
っ
て
良
い
場
所
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
今
後
、
ど
う
や
っ

て
広
く
伝
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
も
積
極

的
に
協
力
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
観
光
開
発
は
、
行
政
が
や
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
が
そ
の
気
に
な

っ
て
盛
り
上
げ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
先

ほ
ど
の
私
の
友
人
の
「
泉
南
市
な
ん
て
見
る
べ

き
と
こ
ろ
は
無
い
」
と
い
う
話
、
多
く
の
市
民

の
方
も
そ
う
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
市
民
の
盛
り
上
が
り
無
く
し
て
観
光
開

発
は
あ
り
得
な
い
。だ
か
ら
私
は
こ
れ
か
ら
も
、

そ
こ
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
精
神
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
市
長
に
も
お
願
い
し
た
い
で
す
。

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
、
大
阪
み
ど
り
の

百
選
な
ど
観
光
資
源
を
広
く
発
信

市
長　

皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

は
十
分
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
、
お
話
に
出
ま

し
た
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
登
録
に
つ
い

て
も
、
今
日
お
越
し
の
方
々
に
随
分
ご
協
力
い

た
だ
き
、
大
阪
市
を
除
い
て
は
、
泉
南
市
が
一

番
登
録
件
数
も
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
68
件
の
泉
南
市
単
独
の
登
録
だ

け
で
な
く
、
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
や
水
な
す
な
ど

泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/
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の
広
域
登
録
も
含
め
ま
す
と
か
な
り
の
数
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
歴
史
や
文
化
に
興
味
の
あ
る

方
が
こ
れ
を
１
つ
の
目
安
と
し
て
活
用
さ
れ
る

わ
け
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
貴
重
な
登
録
物

を
広
く
発
信
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
こ
の
泉

南
市
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ

れ
に
よ
り
、
ま
ち
が
活
性
化
し
ま
す
の
で
、
そ

の
と
き
に
は
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
泉
南
市
の
文
化
歴
史
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
泉
南
市
は
以
前
に
も
あ
っ
た
大
阪

観
光
百
選
、
大
阪
み
ど
り
の
百
選
な
ど
に
も
認

定
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
で
私
は
、
滞
留
人
口
、

１
日
の
う
ち
に
泉
南
市
に
現
に
お
ら
れ
る
人

口
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
泉
南
市
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
日
い
ろ
い
ろ
と
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し

て
、
私
た
ち
も
や
る
べ
き
事
は
や
り
ま
す
し
、

ま
た
協
力
す
べ
き
こ
と
は
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
お
力
を

お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

縦
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く

横
の
つ
な
が
り
で
も
歴
史
は
学
べ
る

石
神　

泉
南
歴
史
研
究
会
で
伝
え
て
い
く
べ
き

事
は
伝
え
て
い
く
よ
う
に
心
が
け
な
が
ら
、
泉

南
市
の
歴
史
研
究
会
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
広
い
意
味
で
他
市
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ

た
も
の
に
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
て
、
泉
南
市
の
良

さ
を
そ
こ
で
も
う
一
度
見
直
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

団
塊
世
代
の
現
役
パ
ワ
ー
ぜ
ひ
参
画
く
だ
さ
い

森
広　

今
年
の
４
月
３
日
に
熊
野
街
道
ル
ネ
サ

ン
ス
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
こ
に
皆
さ
ん

に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
泉
南
市

の
熊
野
街
道
と
い
う
も
の
を
再
発
見
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
特
に
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ

る
ま
だ
ま
だ
現
役
の
パ
ワ
ー
の
あ
る
方
が
、
家

に
こ
も
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
も
っ
た
い
な
い

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
画
し
て
ほ
し
い
。
い
ず
れ
も
受
け

入
れ
の
態
勢
は
で
き
て
い
る
の
で
、
積
極
的
に

そ
う
い
っ
た
機
会
を
と
ら
え
て
参
加
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
も

も
っ
と
情
報
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

物
産
や
郷
土
料
理
情
報
の
発
信
も
推
進
し
ま
す

松
田　

私
た
ち
が
情
報
発
信
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

私
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
若
い
方
た
ち
の
反
応
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
と
メ
ー
ル
で
情
報
交
換
が

で
き
る
と
い
う
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
、
歴
史
文
化
と
い
う
視
点
で
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
泉
南
市
の
物
産
や

郷
土
料
理
な
ど
の
発
信
が
少
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
た
び
泉
南
市
商
工
会
が
観
光
開
発

チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
て
、
そ
の
中
で
分
科
会
を

始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
泉
南
市
の
お
土
産
の

充
実
に
私
た
ち
も
一
緒
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
お
話
や
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
泉
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
進
展
の
た
め
、
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
持
ち

ま
し
て
、
新
春
対
談
「
市
制
40
周
年
を
迎
え
泉

南
市
の
文
化
歴
史
を
た
ど
る
」
を
終
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一
同　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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泉
南
市
自
立
支
援
協
議
会
主
催

「
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
」 

【
と
き
】
２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
～

午
後
３
時 

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル 

【
内
容
】
市
内
の
福
祉
施
設
等
の
発

表
・
展
示
、
相
談
支
援
事
業
所
に
よ

る
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど 

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
介
護
課

（
☎
483
・
８
２
５
２
）

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
の

た
め
の
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室 

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
楽
し
く

学
ん
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
と
き
】
２
月
27
日
～
３
月
27
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
、
15
時
間
）

午
後
１
時
～
４
時 

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南 

【
対
象
】
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

手
帳
、
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
過

去
に
あ
い
ぴ
あ
泉
南
で
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
て
い
な
い
方
） 

【
定
員
】５
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
ハ
ガ
キ
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
障
害
者
手
帳
の
障
害
名
を
明

記
の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉

南
市
樽
井
１
・
８
・
47　

あ
い
ぴ
あ

泉
南
へ
（
☎
485
・
０
７
０
７
／
FAX
　

485
・

０
９
０
９
）
１
月
29
日
㈮
必
着

休
日
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
診
療
日
】
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
（
平
成
21
年
12
月
30
日
㈬
～
１

月
３
日
㈰
、
土
曜
日
の
夜
間
）

【
受
付
時
間
】
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
は
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分
、
土
曜
日
は

午
後
６
時
～
８
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
地
図
を
参
照
く
だ
さ
い

【
診
療
科
目
】
内
科
、
小
児
科

【
携
行
品
】
健
康
保
険
証
や
老
人
医

療
証
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】
▽
年
末
年
始
は
混
雑
し

ま
す
の
で
、
車
で
お
越
し
に
な
る
場

合
は
、
泉
佐
野
市
立
第
三
小
学
校
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
休
日
診
療
所
以
外
に
も
診
療
を
行

っ
て
い
る
市
内
病
医
院
も
あ
り
ま
す

の
で
、
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
消
防
本
部
（
☎
485
・
０
１
１
９
）

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】
泉
佐
野
熊
取
田
尻
休
日

診
療
所
（
☎
464
・
６
０
４
０
）

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

１
月
１
日

㈷
～
２
月
28

日
㈰
、
献
血

者
が
不
足
す

る
冬
季
に
、

若
い
方
々
を

中
心
に
一
人

で
も
多
く
の
人
に
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
く
た
め
、「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
400

㎖
献
血
、
複
数
回
献
血
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
南
大
阪
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
（
☎
432
・
３
０
０
１
）

固
定
資
産
の

異
動
申
告
を
お
忘
れ
な
く 

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
資
産
の
内
容
（
利

用
状
況
等
）
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
必
ず
申
告
や
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
記
が
済
ん
で
い
る
場
合

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
土
地
の
異
動
】
土
地
は
、
そ
の
利

用
状
況
に
よ
り
税
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
利
用
状
況
（
農
地
・
山
林
・

宅
地
等
）
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

【
家
屋
の
異
動
】家
屋
を
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い

【
償
却
資
産
の
異
動
】
事
業
の
た
め

に
使
用
す
る
船
舶
、
機
械
、
器
具
・

備
品
等
（
所
得
税
・
法
人
税
の
申
告

の
際
に
減
価
償
却
費
と
し
て
経
費
に

算
入
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
自
動

車
・
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
も
の
、
少
額
の
一
括
償
却
資
産
は

除
く
）
は
「
償
却
資
産
」
と
し
て
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
で
、
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
２
）

1
●
福
祉

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎月第 1〜 4
金曜日
13 時 30 分〜
14 時 30 分

保健
センター

40歳
以上の
市民

ご自分の健康に疑問や不
安がありましたら、いつ
でもお気軽にご相談くだ
さい。ただし、医師への
相談は予約が必要です。

栄養
相談

毎月第１〜３
金曜日
13時〜
14 時 30 分

栄養士が個人のライフス
テージに応じた栄養に関
する相談に乗ります。た
だし、事前に予約が必要
です。

こころの
健康相談

泉佐野保健所へ
お問合せくださ
い

泉佐野保健所
（☎ 462-7701） 事前予約が必要です。

医療に関
する相談

月〜金曜日　
9時〜
15 時 45 分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）

安心して医療を受けられる
ようサポートしています。

肝炎ウイ
ルス検査

第３水曜日　
9時 20 分〜
10 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7701） 事前予約が必要です。

献血

1月 20 日㈬
2月 2日㈫

イオンモ
ールりん
くう泉南 大阪府下の当日と翌日の献血場所

はフリーダイヤル 0120-524-133
でご案内しています。
問合せは泉南市献血推進協議会
（☎ 482-7615）

1月 27 日㈬
いずれも時間は
10時～ 12 時
13 時～
16 時 30 分

泉南
市役所

●
健
康

※泉佐野駅東

旭町※

旭橋※
●
Ｎ
Ｔ
Ｔ

南海本線

至国道26号
南海泉佐野

駅

※栄町

※泉佐野
　駅下り

※大宮町

堺阪
南線

泉佐野市立
第三小学校

休日診療所☎464-6040

●
税
金
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
問
合
せ　

泉
佐
野
税
務
署

（
☎
462
・
３
４
７
１
）

所
得
税
・
消
費
税
の

決
算
・
確
定
申
告
説
明
会

【
と
き
】
１
月
27
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南

【
注
意
】
申
告
書
の
個
別
作
成
指
導

お
よ
び
申
告
書
等
の
受
付
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん

所
得
税
・
消
費
税
の

確
定
申
告
・
納
期 

【
平
成
21
年
分
所
得
税
確
定
申
告
書
】

提
出
と
納
税
は
、
３
月
15
日
㈪
ま
で

【
平
成
21
年
分
消
費
税
確
定
申
告
書
】

提
出
と
納
税
は
、
３
月
31
日
㈬
ま
で

　

平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が
、

「
１
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
」
ま

た
は「
１
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、

平
成
20
年
12
月
末
ま
で
に
消
費
税
課

税
事
業
者
選
択
届
出
書
を
提
出
し
て

い
る
事
業
者
」
は
、
平
成
21
年
分
に

お
い
て
消
費
税
の
申
告
・
納
付
を
行

っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
振
替
日
】
所
得
税
４
月
22
日
㈭
、

消
費
税
４
月
27
日
㈫ 

確
定
申
告
書
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に 

　

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
方
々
が

確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を
ご
自

分
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
職
員
は

作
成
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

「
自
書
申
告
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
「
自
書
申
告
」
は
、
す
べ
て

の
納
税
者
の
方
々
が
自
己
の
責
任
に

お
い
て
適
正
な
申
告
と
納
税
を
行
う

と
い
う
申
告
納
税
制
度
の
本
旨
に
基

づ
い
た
も
の
で
す
。
納
税
者
の
皆
さ

ま
は
本
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ

き
、「
前
年
分
の
申
告
書
控
」、「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
等
を

参
考
に
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
正
し

く
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★問合せ　税務課（☎ 483-9031）
【関連サイト】泉南市ウェブサイト＞暮らし・
環境＞税金

原動機付自転車の盗難・紛失は届出を

　原動機付自転車を盗難・紛失された方は、警
察への被害届と同時に市役所税務課への廃車届
が必要です。警察から市役所への通知はありま
せん。廃車届をしなければ、引き続き課税され
ますので、早急に手続きをしてください。 

小型特殊自動車は申告を 

　産業・建設用車両（フォークリフト、ショベ
ルローダー等）や乗用装置のある農耕作業用車
両（コンバイン、トラクター、田植え機等）の
小型特殊自動車で次の区分に該当する場合は、
道路を走行する、しないにかかわらず軽自動車
税が課税されますので、申告をお願いします。
これらの車両を所有している方は、車名、車台
番号、年式、総排気量のわかる証明書（販売証
明書等）と印鑑をご持参の上、税務課の窓口で
申告をお願いします。販売証明書等の証明書が
ない場合は、税務課までご相談ください。 

【農耕作業用自動車】長さ・幅・高さ／制限なし、
最高速度 35 ㎞／ｈ未満 

【農耕作業用以外の特殊自動車】長さ／ 4.7 ｍ
以下、幅／ 1.7 ｍ以下、高さ／ 2.8 ｍ以下、最
高速度 15 ㎞／ｈ以下

　　　　　　　　　　　広告掲載枠です。
　　　　　詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。

市税の納期内納付にご協力を 

　市・府民税（第４期分）の納期限
は２月１日㈪です。金融機関か郵便
局、コンビニエンスストアでお納め
ください。市税の納付には、安心・
便利な口座振替をご利用ください。 

【問合せ】税務課（☎ 483-9033）
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確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す 

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
申
告
す
る

と
き
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
平
成
21
年
中
の
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

　

控
除
さ
れ
る
国
民
年
金
保
険
料
は

平
成
21
年
中
に
納
め
た
保
険
料
の
総

額
で
、
免
除
さ
れ
た
期
間
を
追
納
し

た
保
険
料
、
過
去
の
納
め
忘
れ
に
な

っ
て
い
た
保
険
料
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た
保
険
料

の
合
計
額
を
確
定
申
告
書
の
社
会
保

険
料
控
除
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。 

　

な
お
、
申
告
す
る
た
め
に
は
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
）

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す 

　

平
成
21
年
１
月
～
12
月
に
支
払
っ

た
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
21
年
分

所
得
税
の
確
定
申
告
や
、
平
成
22
年

度
市
・
府
民
税
申
告
の
際
に
合
計
金

額
を
記
入
す
る
だ
け
で
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
納

付
済
額
を
証
明
す
る
領
収
書
等
の
添

付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

１
月
下
旬
に
、
国
民
健
康
保
険
税

納
税
額
通
知
書
（
世
帯
主
）
か
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
済
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考

に
忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
せ
】
健
康
保
険
課
国
民
健
康

保
険
（
☎
483
・
３
４
３
１
）、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
（
☎
483
・
３
４
５
５
）

年
金
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収 

　

国
の
制
度
改
革
に
伴
い
、市
で
は
、

世
帯
主
の
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
特
別
徴
収

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
75

歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
で
、
次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
原
則
、
特
別
徴

収
の
対
象
世
帯
と
な
り
ま
す
。 

【
要
件
】
①
世
帯
主
が
年
額
18
万
円

以
上
の
年
金
収
入
が
あ
る
場
合
（
た

だ
し
、
複
数
の
年
金
受
給
が
あ
る
場

合
は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金
種
類

の
み
が
特
別
徴
収
の
対
象
） 

②
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年
金
支
給

額
の
２
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
場

合 【
特
別
徴
収
世
帯
で
保
険
税
額
に
増

減
が
生
じ
た
場
合
】
●
保
険
税
が
増

額
に
な
っ
た
場
合
は
、
基
本
的
に
増

え
た
分
の
み
普
通
徴
収
（
納
付
書
・

集
金
・
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
）

で
納
付
、
増
額
前
の
税
額
分
は
、
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
継
続
し
ま
す 

●
保
険
税
が
減
額
に
な
っ
た
場
合

は
、
残
り
の
期
別
納
付
税
額
分
は
全

額
普
通
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す

【
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の
切

り
替
え
】
健
康
保
険
課
へ
の
申
請
に

よ
り
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
よ

る
お
支
払
い
方
法
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
税
の

納
付
状
況
に
よ
り
、
変
更
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
も
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
の
中
止
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
で
す 

【
注
意
】
口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え

の
申
請
を
い
た
だ
い
て
も
、
す
ぐ
に

は
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
を
中
止

で
き
ま
せ
ん
。
平
成
21
年
度
中
に
お

支
払
方
法
が
変
更
に
な
る
場
合
や
平

成
22
年
度
の
保
険
税
の
お
支
払
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
随
時
決
定
通
知
書

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
健
康
保
険
課

（
☎
483
・
３
４
３
１
）

★
問
合
せ　

商
工
労
働
課

（
☎
483
・
８
１
９
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま
ち
づ

く
り
→
ビ
ジ
ネ
ス

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
制
度
の
申
請

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
に
、
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
た
だ
し
、

事
業
所
が
当
初
契
約
し
た
月
か
ら
５

年
間
の
共
済
掛
金
に
つ
い
て
の
み
対

象
で
す
）

　

補
助
対
象
は
、
市
内
に
事
業
所
を

有
し
、
全
額
事
業
主
負
担
に
よ
り
、

平
成
16
年
２
月
以
降
に
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
、

被
共
済
者
が
50
人
以
下
の
事
業
主
の

方
々
で
す
。

　

申
請
は
、
毎
年
１
月
〜
12
月
ま
で

に
納
め
た
掛
金
に
つ
い
て
、
２
月
26

日
㈮
ま
で
に
商
工
労
働
課
に
設
置
し

て
い
る
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
、
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
向
け
融
資
の

利
子
補
給
申
請
受
付

　

泉
南
市
内
に
居

住
し
（
法
人
は
市

内
に
本
店
を
有

し
）、
市
内
で
事

業
を
営
む
次
の
融

資
利
用
者
が
、
事

前
に
商
工
労
働
課
へ
登
録
し
て
い
る

場
合
、利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

今
年
か
ら
利
用
融
資
に
よ
っ
て
申
請

窓
口
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
申
請
期
間
】
平
成
21
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
に
返
済
し
た
利
子
に
つ
い

て
、
１
月
29
日
㈮
ま
で
に
補
給
金
交

付
申
請
書
で
申
請

【
対
象
融
資
と
申
請
窓
口
等
】
●
大

阪
府
制
度
融
資
の
う
ち
経
営
安
定
資

金
（
緊
急
経
営
対
策
資
金
含
む
）
と

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
融
資
は
商
工

労
働
課
へ
（
補
給
期
間
は
返
済
期
間

中
）

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
旧
国
民
生

活
金
融
公
庫
）
の
小
規
模
事
業
者
経

営
改
善
資
金
貸
付
は
泉
南
市
商
工
会

へ
（
補
給
期
間
は
融
資
実
行
日
か
ら

起
算
し
て
２
年
間
。
た
だ
し
、
平
成

16
年
４
月
１
日
～
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
の
実
行
分
は
実
行
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
間
）

【
補
給
額
】
当
初
借
入
金
の
う
ち
の

500
万
円
分
を
対
象
と
し
、
返
済
利
率

の
う
ち
１
％
相
当
利
息
額

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
国
民
年
金

●
健
康
保
険

●
商
工
・
労
働

1
〜
9
人
以
下

10
〜
30
人
以
下

31
〜
50
人
以
下

20
％

15
％

10
％

共
済
者
数

補
助
率
補
助
対
象
掛
金
月
額

所得

×税率

税額

保険料 保険税

各種控除
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー 

　

続
発
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修

繕
積
立
金
等
の
棄
損
な
ど
の
事
案
に

対
応
す
る
た
め
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
法
施
行
規
則
」の
一
部
が
、

平
成
21
年
５
月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。（
施
行
平
成
22
年
５
月
１
日
）

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
お

金
、
財
産
の
管
理
」
に
関
す
る
こ
と

で
す
。 

【
と
き
】
１
月
26
日
㈫
午
後
２
時
～

４
時 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
別
館
１
階
会
議

室
１
・
２ 

【
内
容
】
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
等
に

よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
「
金
銭
、
財
産

等
の
分
別
管
理
の
手
法
」、「
標
準
管

理
委
託
契
約
書
の
改
正
」 

【
参
加
費
・
申
込
み
】
不
要 

【
問
合
せ
】
商
工
労
働
課

（
☎
483
・
８
１
９
１
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
セ
ミ
ナ
ー 

【
と
き
】
１
月
19
日
㈫
午
後
２
時
～

３
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
３
階
研

修
室
２

【
内
容
】
第
一
部
～
地
域
活
動
か
ら

Ｃ
Ｂ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）

へ
～
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
？
」
阪さ

か
も
と本
敏と
し
ろ
う郎
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、
第
二
部

～
地
域
を
発
展
さ
せ
る
Ｃ
Ｂ
事
例
～

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
大
人
の
林

間
学
校
に
つ
い
て
」
渡わ
た
な
べ邊
貞さ
だ
お夫
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岬
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

カ
ー
ズ
代
表
理
事
）

【
参
加
費
・
申
込
み
】
不
要

【
主
催
・
問
合
せ
】
泉
南
市
商
工
会

（
☎
483
・
６
３
６
５
） 

若
者
の
就
労
相
談
に
「
南
大
阪
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

　

相
談
日
が
増
え
、
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。「
働
き
た
い
け
ど
自

信
が
な
い
、
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど

の
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
若
者
や

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
若
者
一
人

ひ
と
り
に
適
し
た
就
労
支
援
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
の

相
談
も
可
能
で
す
。 

【
と
き
・
と
こ
ろ
】
左
表
の
と
お
り

【
対
象
】
15
歳
～
お
お
む
ね
40
歳
未

満
の
働
い
て
い
な
い
方
と
そ
の
保
護

者
等 

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.oyw
s.

com
/

【
問
合
せ
】
〒
５
９
８
・
０
０
６
２
泉

佐
野
市
下
瓦
屋
222
・
１
（
泉
佐
野
人

権
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
）
南
大
阪

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
本

部
（
月
～
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
７
時
☎
464
・
０
０
０
２
／
FAX
　

464
・

０
１
５
４
／e-m

ail:npo@
oyw

s.
com

）

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ

る
「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役

立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。
１

月
中
旬
ご
ろ
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
調
査
員
が

訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事

項
に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。 

【
問
合
せ
】
総
務
課

（
☎
483
・
０
０
０
１
）

2月3日㈬～10日㈬

泉南市役所別館1階会議室

午前9時30分～午後4時（午後0時～1時、土日祝日は除く）

市役所契約検査課で配布および泉南市ウェブサイト
からダウンロードしてください
配布等の予定は1月18日㈪から

泉南市ウェブサイトからダウンロードしてください
ウェブサイトの掲載予定は
1月18日㈪から

2月16日㈫～23日㈫

業種 　物品関係
  （役務提供含む）

　測　　量
コンサルタント ビル管理業

更新申請が
必要な業者

受付期間
及び時間

市外
業者

市内
業者要領等

の取得

方　法

受付場所

昨年度申請し
ていない業者

建設工事
項目

全市内業者
および平成
20・21年度
未申請の市
外業者

市内・市外の全業者

　泉南市や市の関係機関発注の業務を行うためには、この手続きが
必要ですのでご注意ください。また、市外の建設工事業者で、平成
20・21 年度に競争入札参加資格審査申請をされている方の有効期
間を平成 23 年 3 月 31 日までに延長します。延長に伴う書類の提
出は不要です。もし、延長を辞退したい場合や申請の有無がわから
ない場合はお問合せください。

【関連サイト】泉南市ウェブサイト＞ビジネス・労働・まちづくり＞入札
【問合せ】契約検査課（☎ 483-0006）

平成 22年度入札参加
資格審査申請を受付します

〈しごとの相談〉

とき（電話で要予約） ところ

 月～土 11:00 ～ 18:00

〈こころの相談〉
 月・水・土 11:00 ～ 18:00 本部（泉佐野人権

文化センター 2階）

 火 11:00 ～ 17:00 阪南市商工労働観光課 
 木 11:00 ～ 21:00
 日（第 2･4）
　　　　11:00 ～ 18:00

和泉シティ
プラザ南棟 2階 

 金 9:00 ～ 21:00 岸和田市立労働会館
 日（第 1・3・5）
　　　　9:00 ～ 17:00

泉大津市立
勤労青少年ホーム 
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防
衛
省
予
備
自
衛
官
補 

（
一
般
・
技
術
）
募
集 

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
必
要
な
教

育
訓
練
を
受
け
終
了
後
に
予
備
自
衛

官
と
な
る
制
度
で
す
。 

【
応
募
資
格
】
自
衛
官
未
経
験
者
で

一
般
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
方
、
技
術
／
日
本
国

籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
で
、
保
有
す

る
技
能
に
応
じ
て
53
歳
～
55
歳
未
満

の
方
（
技
能
と
は
、
医
療
・
語
学
・

車
両
整
備
等
の
専
門
技
術
） 

【
受
付
期
間
】
第
１
回
／
１
月
上
旬 

～
４
月
上
旬
、
第
２
回
／
７
月
下
旬 

～
10
月
上
旬 

【
試
験
日
】
第
１
回
／
４
月
中
旬
、

第
２
回
／
10
月
中
旬 

【
合
格
発
表
】
第
１
回
／
５
月
下
旬
、

第
２ 

回
／
11
月
下
旬 

【
問
合
せ
】
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力

本
部
岸
和
田
地
域
事
務
所

（
☎
426
・
０
９
０
２
）

府
立
南
大
阪

高
等
職
業
技
術
専
門
校
生
徒
募
集 

　

平
成
22
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。 

【
施
設
見
学
会
】
１
月
27
日
㈬
午
後

１
時
15
分
受
付
（
実
習
体
験
も
行
い

ま
す
） 

【
と
こ
ろ
】
和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー

ジ
２
・
３
・
５
（
泉
北
高
速
鉄
道
和
泉

中
央
か
ら
南
海

バ
ス
で
テ
ク
ノ

ス
テ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
前
）

【
募
集
科
目
】

７
科
目
（
定
員

各
科
30
名
）

○
情
報
通
信
科

○
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
開
発
科

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
科

○
環
境
分
析
科

○
電
気
設
備
管
理
科

○
自
動
車
整
備
科

○
車
体
整
備
科 

【
願
書
受
付
】
１
月
６
日
㈬
～
２
月

２
日
㈫ 

【
選
考
試
験
日
】
２
月
18
日
㈭
（
発

表
は
２
月
24
日
㈬
）

【
そ
の
他
】
授
業
料
無
料
（
教
科
書

代
等
の
実
費
は
必
要
） 

【
問
合
せ
】
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等

職
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
７
２
５
・
53
・
３
０
０
５
）

ご
み
の
収
集
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

可
燃
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

収
集
を
下
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確
認

し
て
、
収
集
日
の
午
前
８
時
30
分
ま

で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
ご
み

を
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
可
燃
ご
み
】
ふ
と
ん
、
毛
布
、
ぬ

い
ぐ
る
み
、
草
、
小
枝
、
じ
ゅ
う
た

ん
、
靴
類
、
布
類
等
の
可
燃
ご
み
に

つ
い
て
は
、
１
月
14
日
㈭
以
降
に
出

し
て
く
だ
さ
い 

【
収
集
で
き
な
い
ご
み
】
事
業
所
、

商
店
等
か
ら
出
さ
れ
る
事
業
系
ご

み
、
引
っ
越
し
に
伴
う
ご
み
、
ま
た

倉
庫
・
納
屋
等
の
片
付
け
で
出
さ
れ

る
臨
時
ご
み
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
運
搬
処
理
を
す
る
か

一
般
廃
棄
物
処
理
業
者
へ
収
集
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い 

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
暮
ら
し
・
環
境
→
ご
み

【
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
】

清
掃
課
（
☎
483
・
５
８
７
５
） 

【
粗
大
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
申
込
み
】

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
483
・
１
１
３
２
）

●
生
活
・
環
境

　相談あんない　　時間は 24時間表記です　

区分 相談名 とき ところ 問合せ
法律

行政

法律相談 1/7 ㈭、14 ㈭、28 ㈭　9 時 15 分〜 11 時 45 分
申込みは実施日前日に電話で 9 時から先着 10 名受付

市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）

行政相談 毎月第 3 木曜日 14 時～ 16 時 市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）
消費者相談 月〜金曜日　13 時〜 16 時 市役所別館２階消費生活センター 商工労働課（☎ 483-8191）
マンション管理相談 偶数月の第 2 火曜日（祝日を除く）14 時〜 17 時 市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）

労働

就労

ハローワーク情報（週１回更新）月〜金曜日　執務時間中 市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）
ハローワーク情報（毎日更新） 月〜金曜日　執務時間中 人権ふれあいセンター内地域就労支援センター 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 5 月、8 月、11 月、2 月の第 2 木曜日

13 時〜 16 時
市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）

就労支援相談 月〜土曜日　9 時〜 17 時（土曜日は要予約）人権ふれあいセンター内地域就労支援センター 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
若年者就労相談 毎月第 1 火曜日　14 時～ 17 時 市役所別館２階商工労働課 若者自立塾室生館（☎ 0745-92-5566）
農事相談 毎月第 4 金曜日　9 時 30 分〜 12 時（要電話予約） 農業委員会事務局 農業委員会事務局（☎ 483-9975）

子育て

教育

母子相談 月〜金曜日　9 時〜 17 時 市役所 1 階生活福祉課 生活福祉課（☎ 483-3474）
子ども相談（家庭児童相談） 月〜金曜日　10 時〜 16 時（来所の場合は要予約） あいぴあ泉南内家庭児童相談室 家庭児童相談室（☎ 485-1586）
教育相談（カウンセリング） 月〜金曜日　10 時〜 16 時 教育相談室 教育相談室（☎ 483-3755）
進路支援（奨学金等相談） 月〜土曜日　9 時〜 17 時（土曜日は要予約）人権ふれあいセンター内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉

人権

知的障害者相談 月～金曜日　13 時〜 17 時（要電話予約） 随時相談の上、決定 高齢障害介護課（☎ 483-8252）
障害者等住宅改造相談 毎月第 4 木曜日 13 時 30 分〜 16 時 30 分 あいぴあ泉南 せんなんぴあセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9 時〜 12 時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 月〜土曜日　9 時〜 17 時（土曜日は要予約）人権ふれあいセンター内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12 月の第 3 水曜日　13 時〜 16 時 市役所 1 階市民相談室 税務課（☎ 483-9031）
夜間納税相談 毎月 10 日（土日祝日は翌執務日）

17 時 45 分〜 20 時
市役所 1 階税務課
市役所 1 階健康保険課

税務課（☎ 483-9033）
健康保険課（☎ 483-3432）

12月29日 （火）
12月30日 （水）

と　き

火・金コース

可燃ごみ その他プラスチックペットボトル
月・木コース 収集なし

収集なし 収集なし
収集なし

1月 5日 （火）
1月 6日 （水）
1月 7日 （木）
1月 8日 （金）

火・金コース
月・木コース 収集なし

収集なし 収集なし
収集なし

月・木コース
火・金コース

収集なし
収集なし

火・金コース
月・木コース

1月11日 （祝）収集なし 収集なし 収集なし
1月12日 （火）月・木コース 火・金コース 収集なし
1月13日 （水）火・金コース 月・木コース 収集なし

●
募
集



15

お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
問
合
せ　

環
境
整
備
課

（
☎
483
・
９
８
７
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
暮
ら
し
・
環
境
→
環
境

第
９
回
泉
南
市
環
境
実
践

ア
イ
デ
ア
大
賞
の
結
果
と
作
品

　

平
成
21
年
度
に
募
集
し
ま
し
た
環

境
実
践
ア
イ
デ
ア
大
賞
に
、「
古
着
・

古
布
の
再
利
用
」
に
関
す
る
ア
イ
デ

ア
を
新
家
在
住
の
小お
ぐ
り栗
泰や
す
こ子
さ
ん
か

ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
「
入
選
作
」
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
身

の
回
り
に
あ
る
環
境
ア
イ
デ
ア
の
ご

提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
洗
濯
物

に
臭
い
が
つ
く
な
ど
周
辺
住
民
の

方
々
に
大
変
迷
惑
と
な
り
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
例
外
的
に
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
法
第
16
条
の

２
第
３
号
、
同
施
行
令
第
14
条
）

①
稲
わ
ら
、
畔
の
草
等
の
焼
却
（
農

業
・
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
）

②
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

（
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ

れ
る
軽
微
な
も
の
）

③
門
松
、
し
め
縄
等
を
燃
や
す
行
事

（
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
、
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
）

④
河
川
敷
の
草
焼
き
、
災
害
等
の
応

急
対
策
、
防
災
訓
練
（
公
共
団
体
が

行
う
施
設
管
理
や
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
に
必
要
な
も
の
）

　

た
だ
し
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
場
合
で
も
野
焼
き
は
最
小
限
に

と
ど
め
、や
む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、

風
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
・
周
辺
の

環
境
等
に
十
分
配
慮
し
、
迷
惑
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
の
苦
情
や
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
散
歩
中
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
に
は
、
飼
い
主

と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
て
、
近
所

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

公
証
人
、
司
法
書
士
に
よ
る 

遺
言
・
成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

【
と
き
】
２
月
27
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時
（
午
後
１
時
40
分
開
場
） 

【
と
こ
ろ
】
浪
切
ホ
ー
ル
（
岸
和
田

市
港
緑
町
１
・
１
） 

【
対
象
】
一
般
市
民
の
方
（
当
日
先

着
順
）

【
内
容
】
第

１
部
「
遺
言

と
任
意
後
見

契
約
の
活
用

法
」
望も
ち
だ田
耕こ
う

作さ
く
さ
ん
（
岸

和
田
公
証
役

場
公
証
人
）、

第
２
部
「
成

年
後
見
制
度

の
概
要
と
現

状
」
㈳
成
年

後
見
セ
ン
タ

ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト

大
阪
支
部
社

員
司
法
書
士
、
個
別
相
談
（
４
時
10

分
～
４
時
50
分
）

【
定
員
】
288
名
（
個
別
相
談
は
先
着

８
組
） 

【
参
加
費
】
無
料 

【
主
催
】
㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
大
阪
支
部
、
大

阪
司
法
書
士
会 

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
介
護
課

（
☎
483
・
８
２
５
１
）

関西国際空港情報　No.116
http://www.kansai-airport.or.jp/

「KIX REFRESH CABIN」オープン！ 
　国際線出国エリア（免税店フロア）に、「KIX REFRESH CABIN」
がオープンしました。この施設は、インターネットなどでの情報
収集や、シャワールーム、マッサージチェアや仮眠できる休憩室
など、多機能のリフレッシュラウンジです。海外旅行前の準備に
ぜひご活用ください。 

【営業時間】午前 7 時～午前 0 時（すべての国際線出発便に対応） 
【料金】500 円／ 30 分（60 分経過後は 500 円／ 60 分）、休憩
室利用は 1,500 円／ 120 分（以降 500 円／ 60 分）▽シャワー・
タオル・アメニティ等も追加料金はかかりません▽３歳未満無料、
３歳～小学生まで半額 

【席数】18 席、仮眠室４室
【設備】新聞・旅行雑誌、フリードリンク、シャワー、マッサージ
チェア、コピー・プリント・ＦＡＸ複合機 

【問合せ】KIX REFRESH CABIN（☎ 455-2792）

ベイ・シャトル体験乗船会！ 
　関西国際空港から高速船「ベイ・シャトル」で神戸へ。 

【とき】1 月 12 日㈫～ 3 月 19 日㈮
【対象】おおむね 10 名からのグループ 
【申込み・問合せ】乗船希望日の１週間前までにハガキか FAX で
①代表者の氏名、住所、電話番号②参加人数（大人・小学生・幼児別）
③乗船希望日（第１、第２希望日）を明記の上〒 650-8570（住
所不要）神戸市みなと総局総務課へ

（☎ 078-322-5656 ／ FAX 078-322-6120）
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木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
応
援
し
ま
す

　

一
定
の

要
件
を
満

た
す
住
宅

の
耐
震
診

断
を
行
う

場
合
、
費

用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。 

【
対
象
建
物
】
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
確
認
を
得
た
民
間
の
木

造
戸
建
住
宅
で
、
現
に
居
住
し
て
い

る
も
の 

【
補
助
内
容
】
耐
震
診
断
に
要
す
る

費
用
（
補
修
費
、
修
繕
費
除
く
）
の

９
割
以
内
と
し
、
補
助
金
は
１
戸
に

つ
き
４
万
５
千
円
が
限
度
額
で
す
。

一
般
的
な
木
造
２
階
建
て
住
宅
で
、

耐
震
診
断
費
用
が
５
万
円
の
場
合
、

補
助
４
万
５
千
円
、
個
人
負
担
５
千

円
と
な
り
ま
す
（
建
物
の
規
模
に
よ

り
異
な
り
ま
す
） 

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

（
☎
483
・
９
９
７
３
）

★
公
民
館

樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→

文
化

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
６
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
お
よ

び
１
月
１
日
㈷
～
５
日
㈫
、
11
日
㈷

～
13
日
㈬

【
半
日
休
館
日
】
１
月
18
日
㈪
、
25

日
㈪
、
２
月
１
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
た
だ
し
、
樽
井
公
民
館
以

外
の
公
民
館
は
午
後
４
時
ま
で
、
半

日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
民
体
育
館　（

☎
482
・
１
０
０
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→

ス
ポ
ー
ツ

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
６
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
お
よ

び
１
月
１
日
㈷
～
５
日
㈫

【
半
日
休
館
日
】
１
月
18
日
㈪
、
25

日
㈪
、
２
月
１
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
半
日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
説
明
会

　

新
規
増
設
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
と
き
】
１
月
９
日
㈯
午
前
９
時
15

分
受
付

【
と
こ
ろ
】
市
民
体
育
館 

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳

以
上
の
方 

【
参
加
費
】
無
料 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル　

（
☎
484
・
２
６
２
７
）

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
６
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
・
火
曜
日
お
よ

び
１
月
１
日
㈷
～
８
日
㈮

【
利
用
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
（
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
利
用
料
金
】（
２
時
間
利
用
の
場
合
）

大
人
500
円
、
高
校
生
300
円
、
中
学
生

～
小
学
４
年
生
200
円
、
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
250
円
、
小
学
３
年
生
以
下

無
料
（
た
だ
し
、
水
着
着
用
の
保
護

者
ま
た
は
20
歳
以
上
の
成
人
の
同
伴

が
必
要
で
、
１
人
に
つ
き
小
学
３
年

生
以
下
の
児
童
２
名
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
泉
南
市
立
図
書
館

（
☎
482
・
７
７
６
６
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→

文
化

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
６
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
お
よ
び
１

月
１
日
㈷
～
４
日
㈪
、
12
日
㈫

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
15
分

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　

か
し
の
き
号
は
、
左
記
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
月
２
回
ず
つ
巡
回
し
て
い

ま
す
。
初
め
て
本
を
借
り
ら
れ
る
方

は
、
住
所
の
確

認
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
１
人
８

冊
ま
で
本
を
借

り
て
い
た
だ
け

ま
す
。

　

な
お
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
生
活
・
環
境

自動車図書館かしのき号巡回予定表　　　■は土曜日の巡回です　　　

鳴滝第二小学校
楠台１号公園

ファミール南大阪
浜老人集会場

青少年センター
一丘団地

八幡山自治会館
関空マーブルコースト
西信達公民館

14:00～
14:45

14:00～
14:45

14:00～
14:45

15:15～
16:00

15:15～
16:00

15:10～
16:00

水
水
木
木
金
金

14:00～
14:30

14:00～
14:40

14:00～
14:45

15:00～
16:00

15:00～
15:45

15:00～
16:00

水
水
木
木
金
金

１月 ２月 ２月１月

砂川老人集会場

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川

ステーション名
巡回日 巡回日曜日と

時間
曜日と
時間ステーション名

3
3
4
4
5
5

17
17
18
18
19
19

10
10
13
13
12
12

24
24
25
25
26
26

6
6
7
7
休
休

20
20
21
21
15
15

13
13
14
14
8
8

27
27
28
28
22
22

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

デジサポ法律家相談

　受信障害対策共聴施設の地上
デジタル放送への対応にあたっ
て、受信者、施設管理者、受信
障害の原因と考えられる高層建
築物等の所有者や管理者等との
間に発生する民事的な紛争を対
象に２つの支援を行います。 

【支援】①法律専門家による相
談（紛争の自主解決にむけた法
律専門家による相談助言） 
②調停（中立的な立場の法律専
門家が当事者の和解を仲介）

【受付期限】①は３月 10 日㈬ま
で②は 2 月 1 日㈪まで 

【実施方法】①は原則として、1
名の弁護士が相談に応じます
②は原則として、1 名の弁護士

により、申請人と相手方との間
で調停を実施します

【法律専門家による相談および
調停に係る費用】手続き運営お
よび相談員、調停人の報酬はデ
ジサポが負担し、申請人・相手
方の申請および利用は無料で
す。申請人・相手方が代理人を
選任した場合の弁護士費用等
は、当事者の負担となります

【問合せ】デジサポ大阪
（☎ 06-6944-8879）
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１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

緊
急
時
　
頼
れ
る
あ
な
た
の
　
110
番

　

110
番
は
、
緊
急
通
報
の
た
め
の
専

用
電
話
で
す
。

【
110
番
通
報
す
る
際
】

①
何
が
（
事
件
）
あ
り
ま
し
た
か

②
ど
こ
で
（
場
所
）
あ
り
ま
し
た
か

③
い
つ
（
時
間
）
あ
り
ま
し
た
か

④
犯
人
の
特
徴
は
（
性
別
・
人
相
・

服
装
な
ど
）

⑤
今
、
ど
う

な
っ
て
い
ま

す
か
（
被
害

の
状
況
・
事

故
の
様
子
）

⑥
あ
な
た
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
順
に
お

話
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
泉
南
警
察
署

（
☎
471
・
１
２
３
４
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

い
ざ
と
い

う
時
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
何
が

で
き
る
の

か
。
地
域
や

組
織
で
の
協

力
体
制
の
取
り
方
は
な
ど
災
害
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

【
と
き
】
１
月
25
日
㈪
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
３
階
研

修
室
１　

【
対
象
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が

あ
る
方

【
講
師
】
西に

し
は
ら原
弘ひ
ろ
ま
さ将
さ
ん
（
大
阪
府

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
副
所
長
）

【
参
加
費
】
無
料

【
そ
の
他
】
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
１
月
15
日
㈮

ま
で
に
事
前
申
込
み
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
482
・
１
０
２
７
／

FAX
　

482
・
１
６
１
８
）

泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

【
と
き
】
２
月
７
日
㈰
午
前
９
時
～

12
時
（
８
時
30
分
受
付
）

【
と
こ
ろ
】
市
立
泉
佐
野
病
院
３
階

大
会
議
室

【
内
容
】
体
外
式
自
動
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
（
Ｃ

Ｐ
Ｒ
）

【
定
員
】
25
名
（
申
込
順
）

【
そ
の
他
】
▽
動
き
や
す
い
服
装
で

参
加
く
だ
さ
い
（
持
病
の
あ
る
方
は

申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
）
▽
希

望
者
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
冊
子
（
420
円
）
を
用

意
し
て
い
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
泉
州
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
へ
（
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
４
時
☎
464
・
９
９
３
１
）

★
問
合
せ　

泉
南
市
消
防
本
部

（
☎
485
・
０
１
１
９
）

泉
南
市
消
防
出
初
式

　

年
頭
に
あ
た
り
、
防
災
使
命
完
遂

の
た
め
消
防
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
団
結
の
強
化
と
士
気
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
一
般
市
民
に
対
す

る
防
災
思
想
の
普
及
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

【
と
き
】
１
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～

12
時
（
雨
天
決
行
）

【
と
こ
ろ
】
り
ん
く
う
体
育
館
横
芝

生
広
場
（
大
阪
府
南
部
広
域
防
災
拠

点
）

救
命
講
習
受
講
生
募
集   

【
と
き
】
1
月
17
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
12
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
消
防
本
部
２
階  

【
内
容
】
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
（
Ｃ

Ｐ
Ｒ
）

【
定
員
】
15
名
（
申
込
順
） 

【
申
込
み
】
泉
南
市
消
防
本
部
救
急

係
へ
。
1
月
4
日
㈪
午
前
10
時
受
付

開
始

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

暮らしの安全安心

●
安
全
・
安
心

　消防本部では、㈶日本防火協会の民間
防火組織等の防火・防災普及啓発推進事
業の助成を受け、泉南市婦人防火クラブ
員（※）の法

は っ ぴ

被を８着購入しました。 
　平成 21 年に煙体験ハウス一式も購入
していただき、泉南市婦人防火クラブ員

（168 名）協力のもと、講習会や訓練指
導等で大いに活用しています。今回新調
を行ったことから活動衣服にゆとりがで
き、より一層地域密着である婦人防火ク
ラブ員と一丸になり、市民の防火意識の
高揚を図る活動を行っていきます。 
　この事業は、民間防火組織等の防火・
防災普及啓発を推進するとともに、「宝

くじ」の普及広報を目的として行われて
いるものです。 
※婦人防火クラブ：昭和 57 年３月泉南
市婦人団体協議会を母体として結成。平
成５年４月婦人団体協議会より独立。婦
人を対象とした防火の知識および技術を
習熟し、火災予防の啓発に努め、明る
く住よ
い家庭
と地域
社会を
築く目
的で発
足。 

泉南市婦人防火クラブ員の法被新調
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～
教
科
書
・
カ
ム
イ
伝
・
太
鼓
づ
く

り
を
通
し
て
考
え
よ
う
～

　

今
回
の
講
座
で
は
、「
歴
史
」
を

テ
ー
マ
に
「
い
わ
れ
な
き
差
別
は
な

ぜ
起
こ
っ
た
か
」
を
史
実
に
基
づ
い

て
振
り
返
り
ま
す
。 

　

教
科
書
の
現い

ま在
・
昔
む
か
し。
歴
史
の
教

科
書
は
、
時
代
背
景
や
出
版
社
に
よ

っ
て
表
現
が
異
な
り
ま
す
。
今
の
子

ど
も
た
ち
は
歴
史
と
ど
の
よ
う
に
出

会
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　

歴
史
が
好
き
な
方
、
少
し
関
心
の

あ
る
方
、
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
歴

史
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
・
内
容
・
講
師
】
右
記
の
と

お
り 

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
３
階
研

修
室
１

【
定
員
】
30
名 

【
参
加
費
】
第
１
～
３
講
座
は
無
料
、

第
４
講
座
は
300
円
（
材
料
費
） 

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
就
学
前
９

名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

初
回
の

み
子
ど
も
１
名
に
つ
き
保
険
料
と
し

て
600
円
が
必
要 

【
手
話
通
訳
】
事
前
予
約
が
必
要 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
一
時
保
育
・
手
話
通
訳

の
要
否
を
〒
５
９
０
・
０
５
９
２（
住

所
不
要
）
泉
南
市
人
権
推
進
課
へ
。

１
月
20
日
㈬
締
切

～
な
く
そ
う
心
の
境
界
線

　

～「
人
権
啓
発
講
演
会
」 

　　

泉
南
市

人
権
啓
発

推
進
協
議

会
は
設
立

30
周
年
を

記
念
し
、

人
権
啓
発

講
演
会
を
市
と
市
教
育
委
員
会
と
の

主
催
で
実
施
し
ま
す
。 

　

人
は
誰
で
も
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
「
ま
ち
」（
地
域
）
に
愛
着
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分

が
生
ま
れ
た
ま
ち
、
住
ん
で
い
る
ま

ち
を
不
当
に
低
く
評
価
さ
れ
た
ら
ど

う
い
う
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

　

講
演
会
の
テ
ー
マ
は
、
今
日
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
土

地
差
別
調
査
」
で
す
。
こ
の
た
び
、

大
阪
市
内
の
調
査
会
社
が
、
開
発
業

者
や
広
告
会
社
か
ら
依
頼
を
受
け
、

同
和
地
区
や
在
日
外
国
人
が
集
住
し

て
い
る
地
区
、
さ
ら
に
、
公
営
住
宅

や
特
定
の
施
設
等
に
つ
い
て
差
別
的

な
評
価
内
容
を
報
告
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
と
き
】
１
月
23
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
１
階
大

会
議
室 

【
内
容
】
土
地
差
別
を
考
え
る
～
わ

た
し
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を

愛
す
る
た
め
に
～

【
講
師
】
奥お

く
だ田
均ひ
と
しさ
ん
（
近
畿
大
学

人
権
問
題
研
究
所
教
授
） 

【
定
員
】
100
名
（
当
日
先
着
順
） 

【
参
加
費
・
申
込
み
】
不
要 

【
手
話
通
訳
】
あ
り

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
就
学
前
９

名
。
希
望
す
る
場
合
は
、
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
人
権
推
進
課
へ
。

１
月
14
日
㈭
必
着

【
主
催
】
泉
南
市
、
泉
南
市
教
育
委

員
会
、
泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協
議

会  

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課 

第１講座
1/28 ㈭

第２講座
２/４㈭

 部落史に学ぶ　
－今、私たちに問われていること－ 

～古代、中世、近世の差別を見つめ直す～

 部落史に学ぶ　
－今、私たちに問われていること－ 
～近現代の歴史から未来を見つめる～

「カムイ伝」からみえる世界

 みんなが幸せに生きていくために 
～体験！太鼓の携帯ストラップ
　　　　　　　　　　　づくりを通して～ 

第１・２講座講師：外川正明さん 
　　　　　　　　　（京都教育大学教員） 

とがわ まさあき

なかお  けんじ

わたなべ みのる

時間はいずれも午後２時～４時

２
０
０
９
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー 

第３講座
２/12 ㈮

講師：中尾健次さん
        （大阪教育大学教授） 

～体験！太鼓の携帯ストラップ～体験！太鼓の携帯ストラップ～体験！太鼓の携帯ストラップ～体験！太鼓の携帯ストラップ
　　　　　　　　　　　づくりを通して～　　　　　　　　　　　づくりを通して～
～体験！太鼓の携帯ストラップ
　　　　　　　　　　　づくりを通して～
～体験！太鼓の携帯ストラップ
　　　　　　　　　　　づくりを通して～
～体験！太鼓の携帯ストラップ
　　　　　　　　　　　づくりを通して～　　　　　　　　　　　づくりを通して～

第４講座
２/18 ㈭

講師：渡邊実さん（「浪速部落の歴史」
                                  編纂委員会事務局長） 

～古代、中世、近世の差別を見つめ直す～～古代、中世、近世の差別を見つめ直す～～古代、中世、近世の差別を見つめ直す～ ２
０
０
９
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
９
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
９
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
９
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
９
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
９
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

手作り体験
←太鼓ストラップを作ります

砂
川
校
区
人
権
啓
発

　
　
　

推
進
協
議
会
の
集
い

【
と
き
】
１
月
21
日
㈭
午
後
１
時

50
分
か
ら 

【
と
こ
ろ
】
砂
川
小
学
校
体
育
館 

【
内
容
】
太
鼓
を
通
し
て
伝
え
た

い
も
の 

【
講
師
】
梅う
め
も
と本
正ま
さ
な
お直
さ
ん
と
太
鼓

集
団
「
魁
さ
き
が
け」
の
み
な
さ
ん 

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課 

▲梅本正直さん
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シリーズ　人権

Series-Human Rights
　　

山
の
動
く
日
き
た
る
～
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
宇そ

ら宙
へ
～
を
テ
ー
マ
に
、

昨
年
の
10
月
30
日
か
ら
3
日
間
、
堺

市
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
泉
南
市
か

ら
も
私
た
ち
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
報
告
を
聞

き
、
今
の
女
性
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
、
そ
し
て
、
新
時
代
へ
の
胎
動
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。 

【
と
き
】
１
月
29
日
㈮
午
前
10
時
～

12
時 

【
と
こ
ろ
】
せ
ん
な
ん
男
女
共
同
参

画
ル
ー
ム「
ス
テ
ッ
プ
」会
議
室（
水

道
庁
舎
1
階
） 

【
内
容
】
①
映
像
「
日
本
女
性
会
議

２
０
０
９
さ
か
い
」
②
報
告
～
そ
の

日
、
堺
に
集
ま
っ
た
6
人
の
女
た
ち 

【
参
加
費
】
無
料 

【
定
員
】
12
名
（
申
込
順
） 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
人
権
推
進
課
へ
。

１
月
26
日
㈫
締
切 

【
と
き
】
３
月
23
日
㈫
午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
鳴
滝
第
一
小
学
校
講
堂 

【
内
容
】
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権

講
座
～
笑
顔
で
く
ら
す
、
願
い
に
生

き
る
～ 

【
講
師
】
露つ
ゆ
の
新し
ん
じ治
さ
ん
（
落
語
家
） 

【
定
員
】
200
名 

【
参
加
費
・
申
込
み
】
不
要  

【
問
合
せ
】
泉
南
市
人
権
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
485
・
１
４
０
１
） 

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

 

イ
マ
ド
キ
の
結
婚
事
情

～
男
女
共
同
参
画
情
報
誌

　
　
　
　

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
最
新
号
発
刊
～

　

人
権
推
進
課
が
年
に
１
回
発
行
し

て
い
る
情
報
誌
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
の
最
新
号

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。今
回
は「
イ

マ
ド
キ
の
結
婚
事
情
～
﹃
婚
活
﹄
が

必
要
な
時
代
と
は
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、「
親
の
代
理
見
合
い
」
や
「
花

婿
学
校
」
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
、
ま
た
婚
活
に
本
当
に
大
切

な
こ
と
と
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
婚
活
世
代
の
方
か

ら
婚
活
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
た
ち
に
、
ぜ
ひ
手

に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
で

す
。
ご
希
望
の
方
に
、
市
内
各
公
共

施
設
や
人
権
推
進
課
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
人
権
・
市
民
活
動
→
男
女
共

同
参
画

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

相談名 とき ところ 問合せ
人権擁護委員による人権相談 毎月第３金曜日　14:00 〜 16:00 　　人権推進部相談室 　　   人権推進課
女性相談（面接）

事前予約が必要です

①毎月第 1 金曜日　13:00 〜 16:00
②毎月第 2 火曜日　18:00 〜 21:00
③毎月第 4 金曜日　10:00 〜 13:00

　 　　   

女性のための電話相談 毎週木曜日（祝日・第 5 木曜日を除く）
10:00 〜 12:00、13:00 〜 15:00

　　　　専用電話　
　　　☎ 482-0590

　　   人権推進課

人権に関する相談 祝日を除く毎週月曜日〜土曜日
（土曜日は要予約）　9:00 〜 17:00

人権ふれあいセンター内
　　　　人権協会

　　   人権協会　
　　 ☎ 485-1401　

人権に関する各種相談のご案内

『ホップくらぶ』⑥

けしゴムはんこで
　　　コミュニケーション
　小さなハッピーぺたぺた増やそ♪ 
  
　せんなん男女共同参画ルームでは、「健康・癒や

し・仲間づくり」をテーマにした体験型のミニ講

座を実施しています。 

　６回目は「けしゴムはんこでコミュニケーショ

ン～小さなハッピーぺたぺた増やそ♪」です。今、

人気の「けしゴムはんこ」。今回は、初心者もカン

タンに作れる「きのこ」のはんこを作ります。タ

オルやふくろ、ノートや手紙、いろんな物にぺた

ぺた押してコミュニケーションを楽しみましょう。 

【とき】２月 12 日㈮
午前 10 時～ 12 時 

【ところ】せんなん男女

共同参画ルーム「ステ

ップ」（水道庁舎 1 階） 

【内容】「けしゴムはん

こでコミュニケーショ

ン～小さなハッピーぺ

たぺた増やそ♪」 

【講師】吉
よしづみ

積美
み き

樹さん（けしゴムはんこアーティスト） 

【定員】12 名（申込順） 

【費用】500 円 
【申込み・問合せ】電話で人権推進課へ。

１月 12 日㈫午前９時受付開始

　
「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
９
さ
か
い
」
参
加
報
告
会

　

高
齢
者
生
き
が
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
高
座

人権推進部相談室 人権推進課
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４歳以上は
「土曜おはなしひろば」へ！
【とき】１月９日㈯午後２時

30 分から 30 分程度

【ところ】図書館２階視聴覚室

【対象】４歳以上のお子さん

と保護者

【定員】40 名（先着順、途

中の出入りは不可）

【参加費・申込み】不要

ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！

【とき】１月 16 日㈯、23 日

㈯午後２時 30 分から 30 分

程度

【ところ】 図書館２階視聴覚室

【対象】子どもから大人まで

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要

★図書館（☎ 482-7766）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化　

　子どもたちの大好きな遊びに、お店

屋さんごっこがあります。しかし、子

どもたちが実際に買い物のできるお店

は少なくなっています。私が小さいこ

ろは（40 年位前ですが）「おばちゃん。

10 円で」といいながら、お菓子を買い

に行ったものでした。私の子どもたち

は、犬にほえられるのを怖がりながら

も、近所の駄菓子屋で選んだお菓子を

小走りに抱えて帰ってきました。今は

その駄菓子屋もありません。身近にお

店が少なくなったことで、自分でお金

を支払った経験のない子どもたちが増

えています。幼稚園では、子どもたちに、

遊びの中で、買ったり、売ったりする

経験を楽しんでほしいと思っています。

お店屋さんごっこでは「ハンバーガー

ショップ」「スーパー」「レストラン」「ケ

ーキ屋さん」「たこやき屋さん」「美容院」

などが多く、地域で出会うことが少な

くなった「やおやさん」「魚屋さん」な

どは、あまり取り上げられなくなって

きました。子どもが遊びを楽しむため

には、できるだけ本物に近い環境を作

ります。その中で、品物を作る過程を

楽しみ、自分の経験を生かします。ス

ーパーでは、「ナイロン袋はいります

か？」と聞いてくれます。たこ焼きは

くしでコロコロとひっくりかえし、フ

ライドポテトは油であげて、紙袋に入

れてくれます。美容室では、雑誌を持

ってきて、カーラーをまきつけてくれ

ます。「いらっしゃしませ」「おいくら

ですか」「ありがとうございます」と言

葉も巧みに、なぜか標準語を使います。

時には、「おまけです」とサービスもし

てくれます。お金は、1 個 100 円など

支払いやすくなっていて、なくなると

買えません。自分の知っている社会を

模倣し、遊ぶ中で、もう一度、自分の

身の回りに目をむけるようになるので

す。そこには、学びがたくさんあります。

家庭でも、子どもたちと一緒に、働く

人に目をむけ、買い物体験をしてみて

はいかがでしょうか。

　　お店屋さんごっこで、社会を体験
　　　　　　　　　　　～幼稚園でのごっご遊びから～

シリーズ：今、学校園は……教育委員会（№107）

おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく

【とき】１月８日㈮、２月５

日㈮①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11 時から 30 分

程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館１階じゅう

たんコーナー

【対象】①０、１歳のあかちゃ

んと保護者 ②２、３歳のお

子さんと保護者（対象年齢は

目安）

【定員】各回 20 組程度（先着順）

【参加費・申込み】不要

　泉南警察署管内少年補導員連絡会が、少年補導功労団体

として警察庁長官と㈳全国少年警察ボランティア協会会長

との連名で表彰され、平
ひ ら の

野隆
たかひろ

洋会長が向井市長を表敬訪問

しました。

　同連絡会は、泉南警察署が管轄する２市１町（泉南市・

阪南市・岬町）から推薦された地域ボランティアにより構

成された団体で、昭和 56 年４月の設立以来巡回補導活動

や有害環境浄化活動等の街頭活動を推進してきました。教

育委員会等を始めとする関係機関とも積極的な連携を図り、

「ちびっこずもう」などのスポーツイベントや街頭キャンペ

ーンを共催し、地域密

着で少年の非行防止お

よび健全育成に貢献し

た功績が認められまし

た。

【問合せ】生涯学習課

（☎ 483-2582）

少年補導功労団体表彰
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◆ BCG 予防接種◆

【とき】１月６日㈬、２月３

日㈬午後１時 30 分～２時

30 分

【対象】生後３か月～６か月

未満の乳児。接種機会が少な

いので、３か月になったら、

なるべく早いうちに接種しま

しょう。

予防接種
　予防接種はお子さんの体調の良いときに受けることが大切

です。体調のすぐれない時は思いきって中止し、回復してか

ら受けましょう。

集団接種（もちもの：母子健康手帳、筆記用具）

◆三種混合予防接種◆

( ジフテリア・百日咳・破傷風 )

【とき・ところ】市内指定医療

機関へ直接お申込みください

【対象】▽第１期（三種混合）

は、生後３か月〜７歳６か月

未満（できるだけ３歳まで）

の間に計４回▼初回接種＝生

後３か月に達したら、20 日

～ 56 日までの間隔をあけて

３回▼追加接種＝初回接種の

３回終了後１年〜１年半の間

に１回▽第２期（ジフテリア、

破傷風）は、11 歳以上 13 歳

未満の間に１回

◆麻しん・風しん予防接種◆

【とき・ところ】市内指定医療

機関へ直接お申込みください

【対象】▽第１期は、１歳～２

歳未満に１回▽第２期は、平

成 15 年４月２日～平成 16 年

４月１日生まれで１回▽第３

期は、平成８年４月２日～平

成９年４月１日生まれで１回

▽第４期は平成３年４月２日

～平成４年４月１日生まれで

１回

個別接種（もちもの：母子健康手帳、健康保険証、筆記用具）

母子健康手帳を忘れた場合は、接種歴を確認できないため、

接種ができません。必ずご持参ください

今月の健診
◆乳児後期健診◆

　４か月児健診時に受診票を

お渡しします。ただし、１歳

を過ぎると自己負担となりま

す。お早めに受診ください。

◆ 4 か月児健康診査

　　　　・ＢＣＧ予防接種◆

【とき・対象】▽１月６日㈬・

平成 21 年８月生▽２月３日

㈬・平成 21 年９月生▽対象

の方には個別通知（時間通知）

します

◆１歳６か月児健康診査◆

【とき】１月 27 日㈬午後０時

30 分〜１時 30 分

【対象】平成 20 年６月生▽

対象の方には個別通知します

◆ニコニコうさぎ健診◆

（２歳６か月児歯科健診

　　　　　　　・育児相談等）

【とき】１月 28 日㈭午後０

時 50 分〜１時 25 分

【対象】平成 19 年６月生▽

対象の方には個別通知します

◆ 3 歳 6 か月児健康診査◆

【とき】１月 13 日㈬午後 0

時 30 分～ 1 時 10 分

【対象】平成 18 年６月生▽

対象の方には個別通知します

★保健センター（☎ 482-7615　FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康　

教室・サロン
◆はじめてのままサロン◆

【とき】１月 22 日㈮午後１時

30 分～３時（予約不要）

【対象】妊婦、７か月未満の

乳児（第 1 子のみ）とその

家族

【内容】妊産婦同士の情報交

換、赤ちゃんの身体計測、育

児相談、赤ちゃんとのふれあ

い遊びの紹介

◆はみがき教室◆

【とき】１月 28 日㈭午後 1

時～１時 20 分（予約不要）

【対象】平成 19 年４月生、

平成 19 年５月生、平成 20

年４月生、平成 20 年５月生

【携帯品】母子健康手帳、歯

ブ ラ シ、

コ ッ プ、

お茶、

筆記用具

　　　　　　　　　　　　　　　　広告掲載枠です。
　　　　　　　　　詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。

◆日本脳炎の予防接種◆

【とき・ところ】市内指定医

療機関へ直接お申込みくださ

い

【対象】▽初回は、3 歳以上

7 歳 6 か月未満

【受け方】第 1 期初回は 6 ～ 

28 日の間隔をあけて 2 回。

第 1 期追加は 2 回目の接種

終了後、約 1 年後に 1 回

【注意】現在第 2 期（対象 9

歳以上 13 歳未

満）は従来のワ

クチンしか使用

できないため接

種は見合わせて

います

あじさいの会（不登校を語る親の会）
　不登校という同じ境遇だからこそ、話せることがある。

わかってもらえる。カウンセラーによる相談もあります。 

【とき】毎月第２金曜日（偶数月は午前

10 時～ 12 時、奇数月は午後 1 ～ 3 時） 

【ところ】あいぴあ泉南 1 階会議室 1 

【対象】泉南市在住の方（申込み不要） 

【問合せ】指導課（☎ 483-3671）
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★子育て支援センター『ひだまり』（☎ 484-3371）
★西信達子育て支援センター『ぽかぽか』（☎ 485-1655）

泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　

よちよち・はいはいサロン
★はいはいぐみ

【とき・ところ】毎月第１木

曜日・『ぽかぽか』、毎月第３

火曜日・『ひだまり』午前 10

時～ 11 時 30 分

【対象】５か月～１歳未満の

子どもとその保護者

【定員】15組（待機の場合あり）

【申込み】

『ぽかぽか』

へ

★よちよちぐみ

【とき・ところ】毎月第１・

３火曜日・『ひだまり』午前

10 時～ 11 時 30 分

【対象】１歳～１歳７か月の

子どもとその保護者

【定員】15組（待機の場合あり）

【申込み】『ひだまり』へ

【その他】▽赤ちゃん教室を

受講された方はご遠慮くださ

い▽きょうだいを連れての参

加はできません▽対象年齢を

過ぎると卒業になります

 

とき ところ

１/８㈮
雨天実施

①青少年センター
②上村老人集会場（新家）

1/15 ㈮
雨天実施

①府立泉南高校　
②府立砂川高校

「いちおか広場」で遊ぼう！
【とき】１月 12 日㈫、26 日

㈫午前 10 時～ 11 時 30 分

【ところ】古代史博物館（一

丘神社前）

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】簡単にできる組みひ

も作り・歌・ふれあい遊び・

体操・紙芝居「タコとネズミ」・

親子での遊び等（赤ちゃんが

遊べるコーナーも用意してい

ます）

【その他】▽駐車場有り▽雨

天実施▽動きやすい服装で参

加してください▽お茶以外の

飲食は不可▽古代史博物館と

共催します

「さん・さん広場」で遊ぼう！
【とき】１月 22 日㈮ 午前 10 

時～ 11 時 30 分

【ところ】浜保育所（駐車場

はりんくう体育館）

【対象】３歳児（平成 17 年４

月２日～平成 18 年４ 月１日

生まれ）の子どもとその保護

者（きょうだいの参加は可能）

【内容】運動遊具を使った遊

び・集団遊び・ふれあい遊び

【その他】▽お茶以外飲食不

可▽お茶等は各自持参▽午前

８時 30 分現在、泉州地域に

暴風警報が発令されている場

合は中止

保育所名 開放日 開放時間
信達保育所　☎ 483-4642 １/ ５㈫、２/ ２㈫ 10：00

～
11：30

樽井保育所　☎ 482-0074 1/12 ㈫、２/ ２㈫
浜保育所　　☎ 484-2660 1/19 ㈫、２/16 ㈫
ちびっ子広場 ☎ 484-3371

（鳴滝第一保育所及び第二保育所内）
１/12 ㈫、１/26 ㈫、
２/ ９㈫、２/23 ㈫

ココアンジュ新家　
　　　　　　☎ 484-0190

１/ ７㈭、１/21 ㈭
２/ ４㈭、２/18 ㈭

13：30 ～
15：00

★保育子育て支援課（☎ 483-3471）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　

そらまめクラブで遊ぼう！
【とき・ところ】１月 22 日

㈮『ぽかぽか』午前 10 時～

11 時 30 分

【対象】市内在住の就学前の

双子、３つ子と保護者・妊婦

【申込み】不要（初めて参加

される方は事

前にお問合せ

ください）

保育所の所庭開放 　

【募集園児】泉南市在住の平成 18 年 4 月２日～平成 19 年
４月１日までに生まれた幼児 

【募集園】東幼稚園 
【募集人数】２名 
【入園願書配布】１月 14 日㈭～ 29 日㈮学務課で
【入園願書受付】１月 21 日㈭～ 29 日㈮の午前９時～午後
５時 30 分に学務課まで提出してください

【抽選日】２月４日㈭（抽選結果は郵送します。応募者が募
集人数を越えた場合補欠とし、さらに欠員が出た場合、補
欠の方に順次入園を案内します） 

【その他】詳細は入園願書をご覧ください
【関連サイト】泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポー
ツ＞教育

【問合せ】学務課（☎ 483-3673） 

時間はいずれも午前 10 時～ 11 時 30 分
【対象】就学前の子どもとその保護者
【内容】歌・ふれあい遊び・大型絵本・親子の遊びなど
【その他】▽申込み不要▽お茶以外飲食不可▽お茶、着
替え、敷物は各自持参▽午前 8 時 30 分現在、泉州地域
に暴風警報が発令されている場合は中止

平成 22 年度泉南市立幼稚園
3 歳児試行入園の園児を再募集 

「出前保育」
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放課後児童会
入会希望者を募集 

【対象】保護者等が昼間家庭

にいない鳴滝第一・第二小学

校児童（新１年生～新３年生）

【申込書類配布】１月 18 日

㈪から鳴滝第一小学校・鳴滝

第二小学校・青少年センター

で

【申込み】２月１日㈪～ 27

日㈯（日祝を除く）の午前９

時～午後５時 30 分（土曜日

は午後４時 30 分まで）、申

込書に保険料 600 円を添え

て青少年センターへ

冬山探検隊に
参加しませんか？ 
　親子で樹氷を見つけません

か。活動をサポートする自然

や子どもとのふれあいが好き

な青少年も募集します。

【とき】１月 30 日㈯午前８

時～午後５時 30 分

【ところ】金剛山

【対象】市内の小学１年生～

中学３年生とその保護者（小

学３年生以下は保護者同伴）

と 15 歳以上の青少年

【定員】小中学生と保護者 40

名、青少年５名（多数の場合

は抽選）

【参加費】230 円（保険料込）

【指導】泉南市体育指導委員

協議会

【申込み】往復ハガキかＥメ

ールで、冬山探検隊参加希望、

住所、参加者・保護者氏名（ふ

りがな）、電話番号、学校名、

学年を明記の上、青少年セン

ターへ。

1 月 15 日㈮午後 5 時必着

くらしの中の防災
【とき】２月６日㈯午前８時

30 分～午後４時

【ところ】稲むらの火の館と

和歌山市消防局防災学習セン

ター

【対象】市内の小中学生とそ

の保護者（小学３年生以下は

保護者同伴）

【定員】40 名（多数の場合は

抽選）

【参加費】小中学生 100 円、

保護者 500 円（入館料）

【申込み】往復ハガキかＥメ

ールで、くらしの中の防災参

加希望、住所、参加者・保護

者氏名（ふりがな）、電話番号、

学校名、学年を明記の上、青

少年センタ

ーへ。

１ 月 22 日

㈮午後 5 時

必着

障害のある子どもの陶芸教室 
【とき】１月 23 日㈯午前 10

時～ 12 時

【ところ】デイセンターせん

なん

【対象】小学生（小学部）、中

学生（中学部）、高等部の障

害のある子どもと保護者

【内容】土器焼き体験とやき

いも作り

【講師】デイセンターせんな

んスタッフ

【定員】親子 15 組

【参加費】１人200円（材料費）

【申込み】往復ハガキかＥメ

ールで陶芸教室参加希望、住

所、参加者・保護者氏名（ふ

りがな）、電話番号、学校名、

学年を明記の上、青少年セン

ターへ 。

１月 14 日㈭午後 5 時必着

チョコレートケーキを作ろう
【とき】

２ 月 ６ 日

㈯午前９時

30 分 ～ 12

時

【対象】市内の小学４年生～

中学３年生

【定員】15 名（多数の場合は

抽選）

【参加費】500 円（材料費）

【持ち物】上ぐつ、タオル、

エプロン、三角きん（帽子） 

【申込み】往復ハガキかＥメ

ールで、ケーキ作り参加希望、

住所、参加者・保護者氏名（ふ

りがな）、電話番号、学校名、

学年を明記の上、青少年セン

ターへ。

１月 28 日㈭午後 5 時必着

カモ・サギの観察
　泉南子どもゆめ活動実行委

員会では、わたしたちの野鳥

観察会を毎月開催します。

【とき】１月９日㈯午前９時

30 分～ 12 時

【ところ】本田池・君ヶ池

【対象】小中学生

【定員】15 名

【申込み】電話かＥメールで

青少年センターへ

〒590-0521
樽井八丁目13番18号
FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申込みの方へは、２，３日中に
確認メールをお届けします。届かない場合は、青少年センターへご
連絡ください。
【ところ】の記載の無いものはすべて青少年センターで行います
【参加費】の記載の無いものは無料です

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年　

　泉南子どもゆめ活動実行
委員会では、お話や紙芝居
などの読み聞かせの会を開
催します。

【とき】①１月 16 日㈯午前
10 時～ 10 時 30 分② 18
日㈪午後３時 45 分～４時
30 分

【対象】小学生以下の子ども
【内容】①おつきさまってど
んなあじ？、ないたあかお
に②ギャバンじいさん、つ
るのおんがえしほか

【定員】20 名
【申込み】電話かＥメール
で青少年センターへ

  泉南こどもゆめ活動実行
委員会では、読み聞かせ講
習会を毎月開催していま
す。

【とき】１月 16 日㈯午前
10 時 45 分～ 12 時 30 分

【対象】18 歳以上の方で、
子どもに本などを読み聞か
せたい方

【内容】
朗読発表会

【講師】
根っこの会

【定員】20 名
【申込み】電話かＥメール
で青少年センターへ

読み聞かせの会 読み聞かせ講習会

ファミサポ会員
ただいま募集中！
　登録・年会費は無料です。

【利用会員】３か月から 12 歳

までの子どものいる方

【協力会員】自宅で子どもを

預かることができる方。活動

には研修の受講が必要です。

都合にあわせて活動できます

【両方会員】利用会員と協力

会員を兼ねることもできます

【利用料】700 円から（１時間）

【保険】補償保険に加入。保

険料は泉南市が負担します

★ファミリー・サポート・センター（☎ 483-9665）
　泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　
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まいぶんクラブ勾玉をつくろう
　昔の人が身につ
けていた勾玉。自
分だけのオリジナ
ル勾玉を作ってみ
ませんか。 

【とき】2 月 27 日㈯午後 1 時～ 3 時 
【ところ】古代史博物館 
【対象】小学生以上で市内在住在勤在

学の方（小学３年生以下は保護者同伴） 
【定員】50 名程度（多数の場合は抽選）
【費用】800 円（保険料・材料費） 
【申込み】来館か往復ハガキ、Ｅメー

ル（Ｅメールの場合タイトルに「まい
ぶんクラブ申込み」と必ず明記）で住
所、参加者氏名（ふりがな）、電話番号、
年齢、性別（学校名、学年、保護者氏名）
を古代史博物館へ。1 月 24 日㈰締切

見てコレ！鉄道パンフレット展

　昭和初期に阪和電鉄と南海電鉄から
発行されたパンフレットや、当時の泉

南市内の写真、絵はがきなどを展示し
ます。 

【とき】1 月 23 日㈯～ 3 月 31 日㈬土
日祝日は休館（第 2・4 土曜日を除く）

【ところ】古代史博物館 
【入館料】無料 
【関連サイト】泉南市ウェブサイト＞

教育・文化・スポーツ＞文化＞古代史
博物館・埋蔵文化財センター
関連講演会

【とき】2 月 13 日㈯午後 1 時 30 分～
3 時 

【ところ】古代史博物館 
【内容】「阪和電鉄と南海電鉄」中

なかむら

村正
まさ

明
あき

さん 
【定員】50 名（申込順） 
【申込み】来館か電話、FAX、E メール

で氏名、電話番号を古代史博物館へ

千昌夫コンサート～ 2010 ～
【とき】3 月 13 日㈯①昼の部午後 2 時開演（1 時 30 分開場）

②夜の部午後 6 時 30 分開演（6 時開場）
【ところ】文化ホール
【出演】千

せん

昌
ま さ お

夫、児
こ じ ま

嶋幸
さ ち こ

子、岡
お か だ

田ひさし、ほか 1 名
【料金】4､800 円（税込）全

席指定
【販売所】文化ホール、チケ

ットぴあ、ローソンチケッ
ト（L コ ー ド 51596）、 宮 脇
書店（泉南店☎ 483-4731）、
レンタルのビデ・エース（新
家 店 ☎ 484-2043）、 わ ら び
文 具 店（ 泉 南 市 役 所 横 ☎
483-2835）、㈱デカナル（☎
06-6362-7610）

【発売日】1 月 16 日㈯一斉発売
【主催】文化ホール指定管理者国際ライフパートナー㈱

第25回泉南アートフェスティバル出展者募集

【とき】2 月 4 日㈭～ 7 日㈰午前 10 時～午後 4 時
【ところ】文化ホール展示室
【応募資格】市内在住、在勤、在学者（中学生以下を除く）

【募集部門】絵画、生花、陶芸（1 人 1 部門につき 2 点とし、
自作未発表のものに限る）

【申込み】文化ホール事務所へ。1 月 5 日㈫～ 17 日㈰（月
曜日を除く）午前 10 時～午後 5 時受付

第 11回スタインウェイとジョイントコンサート

　世界的に名声のあるドイツ製スタインウェイとバイオリ
ン等の楽器や歌とのジョイントコンサートを開催します。
併せて出演者を募集します。

【とき】2 月 21 日㈰午前 10 時～午後 4 時
【ところ】文化ホール
【入場料】無料
【応募資格】市内在住の小学 4 年生以上の方（グループの

場合メンバーに市内在住の方がいれば応募可）
【定員】30 組
【参加費】1 名につき 1,000 円
【その他】1 名（ピアノのみ）での参加、グループ（5 名まで）

での参加もできます
【主催】泉南市、泉南市教育委員会、国際ライフパートナ

ー㈱
【申込み】文化ホール 2 階事務所へ。1 月 8 日㈮～ 2 月 6

日㈯（月曜日・祝日を除く）午前 10 時～午後 5 時受付

★問合せ　文化ホール（図書館２階☎ 482-7767）

★問合せ　古代史博物館
〒 590-0505 信達大苗代 374-4

（☎ 483-6789 ／ FAX483-7089 ／
e-mail:maibun@city.sennan.lg.jp）

図書館資料室からフィールドへ
～歴史散策をみんなといっしょに
　図書館地域講座として泉南の歴
史にまつわるお話をご紹介しま
す。ぜひ、ご参加ください。

【とき】1 月 30 日㈯午後１時 30
分～３時 30 分　

【ところ】図書館２階視聴覚室
【対象】大人
【講師】山

やまもと

元六
く に お

合夫さん（阪南史
友会・郷土史研究会主宰）

【定員】40 名（申込順）
【参加費】無料
【申込み・問合せ】来館か電話で

図書館へ（☎ 482-7766）
1 月 6 日㈬午前 10 時受付開始
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国登録有形文化財山田家一般公開＆
新年初釜と筝曲演奏への誘い  

【とき】1 月 24 日㈰午前 10 時〜午後
3 時  

【ところ】山田家住宅（JR 新家駅の踏
切渡り小道を徒歩５分）  

【内容】泉南市文化協会の茶花道部会
と三曲部会から新春の山田家応援企画  
①茶室で新年初釜茶会：池

い け だ

田宗
そ う か

佳社中  
②奥座敷で筝曲演奏：福

ふくもと

本光
こうじゅ

寿社中  
③江戸時代の大人の遊具、盤双六遊び  

【お茶席】300 円のお茶席券が必要
【申込み】不要（ただし、パンフレッ

ト代として任意で 100 円の協力金を
お願いしています）  

【その他】「泉南案内人の会」による山
田家の説明あります   

【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）  

泉南市 ABC 委員会 
第７回泉南「凧あげ大会」 
　子どもたちの手づくりの「和だこ」
や大空の首飾り「連だこ」、泉南高校
美術コースの「大型立体だこ」などユ
ニークなたこを泉南の大空に駆け巡ら

せます。家族そろっての参加をお待ち
しています。 

【とき】1 月 24 日㈰午前 10 時〜午後
３時（雨天中止・インフルエンザ感染
拡大防止のため中止の場合あり）

【ところ】りんくう体育館横芝生広場
（大阪府南部広域防災拠点・南海樽井

駅下車徒歩 15 分） 
【参加費】無料 
【申込み】不要 
【主催】泉南市 ABC 委員会
【その他】当日、体育館で「和だこ」

をつくり広場であげることもできま
す（大会時間内のみ可、和だこ製作は
300 円必要、先着 20 名） 

【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

第 27 回　ART FESTA 泉南
　泉南地区の高等学校に在学中の生徒

作品で、学校外で発表したことのない
絵画、版画、立体、デザイン、工芸作
品を展示しています。 

【とき】1 月 23 日㈯〜 31 ㈰ 午前 9 時
〜午後 5 時 30 分（最終日は午後２時
まで）

【ところ】熊取交流センター煉瓦館（熊
取町五門西 1-10-1 ☎ 453-0391） 

【入場料】無料 
【主催】第 4 学区 9 ブロック高等学校

美術・工芸教育研究会
【問合せ】大阪府立佐野工科高校担当

深
ふかがわ

川（☎ 462-2772）

「OH ！家族」
～異文化コミュニケーション～ 
　延期となっていました泉南市 PTA
協議会の研究大会を開催します。テレ
ビのコメンテーターとしておなじみの
ジェフ・バーグランドさん（京都外国
語大学教授）自身の子育て体験などグ
ローバルな観点からの講演です。 

【とき】1 月 30 日㈯午後 1 時 15 分〜
3 時 

【ところ】あいぴあ泉南
【対象】小学生以上の市

民 
【定員】50 名（申込順） 
【参加費】無料 
【申込み・問合せ】電話（FAX 不可）で、

手話通訳の必要な方は申込時に生涯学
習課へ（☎ 483-2583）
1 月 22 日㈮締切

イベントなどの情報ページ

情報

平成 22年成人記念祭 

　新成人の皆さま、ご成人おめでと
うございます。泉南市・泉南市教育
委員会では、成人記念祭を開催しま
す。皆さまのご出席をお待ちしてい
ます。

【とき】1 月 11 日㈷午前 9 時 30 分
受付、10 時開式

【ところ】文化ホール
【対象】平成元年 4 月 2 日～平成 2
年 4 月 1 日に生まれた方

【その他】当日は混雑が予想されます
ので自動車でのご来場はご遠慮くだ
さい

【問合せ】生涯学習課
（☎ 483-2582）

泉南高校芸術祭
　地域の皆さまに支えられ育てられ
て大きく成長することができた芸術
関連コースの今年度の総決算です。

【とき／内容】1 月 16 日㈯午後１時
30 分開演（1 時開場、約 2 時間）／
音楽祭、1 月 15 日㈮、16 日㈯午前

10 時〜午後 4 時／美術・書道展
【ところ】文化ホール 
【入場料】無料 
【内容】音楽／合唱「ウィーアーザ

ワールド」「アメイジング・グレイス」
「ハレルヤ」など、そのほか 2 台の

ピアノ・ギターアンサンブル、オリ
ジナル曲発表など、美術／第 61 回
全大阪高校美術工芸展において、表
彰された絵画・デザイン・工芸・立
体の 4 分野の作品展示、書道／書道
コース 4 期生の卒業作品展

【問合せ】大阪府立泉南高等学校
（☎ 483-4474）



26

■泉南市役所周辺のクリスマスイルミネーション、どんな飾
り付けになるか楽しみです。（新家34歳女性）
◆上の写真がクリスマスイルミネーションを撮影したもので
す。実物はご覧いただけたでしょうか。なかなかイルミネー
ションの配置上、写真ですべてをお伝えできないのが残念で
す。このクリスマスイルミネーションは、毎回、趣向を変え、
市民の皆さまへサプライズをお届けできるよう取り組んでい
ます。この飾り付けはクリスマスツリーをイメージしたもの
で、泉南市ABC委員会や有志の方々のご協力により設置し
ています。ぜひ機会がございましたらご参加ください。なお、
今回から電力を押さえたLED電球を使用し、一部太陽光発
電式の電球も使用しています。今後とも環境に配慮し、皆さ
まに楽しんでいただける場をご提供できるよう努力していき
ます。（商工労働課）
■ごみ収集員の方がいつも走りながら収集されている姿にす
がすがしい気持ちになります。特に子どもが居るときには手

を振っていただけるので感謝しています。（幡代26歳女性）
◆このようなご意見、大変励みとなります。ごみ収集にご理
解いただきありがとうございます。市民の皆さまには、ごみ
収集の際、通行のご不便をおかけして申し訳ありません。また、
平成21年度から収集日も増え、大変ご迷惑をおかけしてい
ます。収集の際には、いち早く、まちの美観を保ち、通行の
ご不便を解消できるよう迅速を心がけて作業にあたっていま
す。今後ともご不便をおかけするかもしれませんが、美しい
まち泉南の実現のため、さらに努力していきますので、なに
とぞご理解のほどよろしくお願いします。（清掃課）

●読者プレゼント！
10名さ

まに

●●●市民のひろば●●●

I　♡（ラブ）　SENNAN

　泉南市ABC委員会の協力で、市役所前にクリスマスイルミ
ネーションが施されました。見ていて楽しいイルミネーション
です。今年注目デザインは、I♡SENNANと形作られた光。泉
南を愛する泉南市ABC委員会の皆さんのおちゃめな遊び心が
見ている側にも伝わる作品です。近年、華やかなイルミネーシ
ョンで飾るお家が増え、まち全体でクリスマスムードを感じる
ことが多くなりました。市役所前のイルミネーションも、そん
な雰囲気を盛り上げる一員になればいいなとの思いです。この
飾りつけは、どなたでもご参加いただけます。来年はみんなの
力でWE♡SENNANなんてどうでしょう。　　　（12月７日）

広報せんなんでは毎月有料広告を掲載しています。
あなたの、お店・会社を広報紙でPRしてみませんか。
毎月始めに、市内の各家庭に約23,000部が配布
されます。詳しくは市役所情報管理課
　　　　　　　　(☎483-0005）へお問い合わせ
　　　　　　　　ください。

掲載料枠と掲載料
（税込み、デザイン料別）
45.5㎜×181.75㎜ 52,500円　
45.5㎜×90.583㎜ 31,500円
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お店の自慢の逸品、自慢のサービスをこのコーナーで
提供していただけるお店を募集します。
広報紙への掲載は無料。ご提供いただくのは
商品と配送料（配送が必要な場合）のみです。
詳しくは、市役所情報管理課(☎483-0005）
へお問い合わせください。

　　　　　　　　(☎483-0005）
　　　　　　　　ください。

  市役所下がり、君ケ池海
側隣の洋菓子店サンク・フ
レールさま（月曜定休日）。
商品はすべて手作り。旬の
果物のタルトや「作りたて
にこだわる」という無添加
ケーキが並べられたショー
ケースは、色とりどりに
キラキラしています。中でも一番人気のチーズケーキはコク
のある生地とクッキーの土台が相性◎。やさしい甘さとどこ
か懐かしい味わいはパティシエの腕が光る一品。クッキーな
どの人気焼き菓子は手土産にもどうぞ。今回は焼き菓子お
楽しみ袋（1,000 円相当）をサンク・フレールさま（樽井
2-33-33-101 ☎ 483-8125）のご提供により 10 名さまに
プレゼント。 

【応募方法】郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢（学年）、
性別、職業を明記し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで、今月号
の感想や市政へのご意見、プレゼントへのご意見、身近な話
題などを必ずお書き添えください。ご意見などは、市民のひ
ろばでご紹介することがあります。なお、応募はお１人さま、
１賞品につき１回のみ有効です。

【応募先】〒 590-0592（住所不要）広報せんなん 1 月号プレ
ゼント係へ FAX:483-0325 ／ e-mail:jyoukan@city.sennan.lg.jp

（タイトルに「広報せんなん 1 月号プレゼント係」と必ず明記
してください）

【問合せ】情報管理課（☎ 483-0005）
応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人情報
保護条例に基づき、当選者への賞品受け渡しのためにプ
レゼント提供店に提供される以外には利用しません。

ケーキハウス
サンク・フレール

応募締め切り
1 月 22 日㈮　必着

応募先ＱＲコード
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まちかどスナップネット版もごらんください。

泉南市ウェブサイト＞

広報公聴・情報公開＞まちかどスナップネット版

http://www.city.sennan.osaka.jp/

新家幼稚園で飯ごうカレー会食

　新家幼稚園の園児17名が飯ごうでのカレーつくりに挑戦
しました。食材の米、ジャガイモ、カボチャ、ニンジン、タ
マネギなどほとんどは、園児たちが畑で一生懸命育てたもの。
この日は、朝早くからお米を研ぎ、飯ごうに薪

まき
をくべ、野菜

をきざんでと大奮闘の園児たち。雨がぱらつきましたが、無
事飯ごうのご飯も炊きあがり、おこげのおにぎりがおやつで
出されたときには「こんなん初めて」ととても興奮した様子
でした。春の田植えに始まり、さまざまな食材の収穫、飯ご
うでの調理などみんなで力を合わせた１年の集大成といった
カレー会食でした。　　　　　　　　　　　　　（12月3日）

図書館応援ボランティア和気あいあい活動中

　図書館応援ボランティアディスプレー班が設立されています。
無償で図書館の本を補修・修繕を行っていただいている図書館
応援ボランティア。それとともに「図書館を効率的にPRし、
使いやすく楽しいもの」とする目的で、ディスプレー班が活動
しています。図書館前の掲示板（70㎝×160㎝）などに図
書館の利用を促進する啓発作品を制作していただいています。

今回は第4弾として冬版を制作中、いずれも掲示板の奥行きを利用し
た立体的な作品が特徴的、ぜひ一度ご覧ください。作業はいろいろな
案を出し合い、笑顔が絶えないとてもいい雰囲気でした。（11月27日）

おじいちゃん、おばあちゃん、いつまでも仲良く元気でね

　11月22日（いいふうふ）の語呂合わせにちなみ、結婚50
年を祝う金婚祝賀会があいぴあ泉南で開催されました。この日集
まった約33組63名のご夫婦は、仲良く来場し食事や余興を
楽しまれていました。50年という歴史には一言では語りつくせ
ないほどさまざまな苦労や困難があったことと思います。そして、
共に協力し合い人生を歩まれた夫婦愛に敬意を表さずにはいれま
せん。余興では、一丘幼稚園の園児たちの遊戯が赤いベレー帽と
ベストという祝賀装いで登場。園児全員からの「いつまでも仲良
く元気でいてね」というエールに惜しみない感謝の拍手を送って
いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月20日）

右からと左からとで見え方が
異なる立体掲示板（秋版）
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「旬！瞬！りんくう」

　ケーブルテレビ J:COM りんくうの
コミュニティチャンネル（アナログ
９ch・デジタル 11ch）では、りんく
うエリアの広域行政情報番組として

「旬
しゅん

！瞬
しゅん

！りんくう」を放送中。
　視聴、加入に関するお問合せは、
J:COM カスタマーセンター

（0120-999-000）へ。
＜番組は月２回更新＞
前半　１月　１日㈮～ 15 日㈮
後半　１月 16 日㈯～ 31 日㈰
＜放送時間は１日２回＞
① 15:00 〜 15:45 ② 22:00 〜 22:45　
＜主な内容＞

「ひとっぱしり」：今、一番旬な情報を
一足早くお届けします

「ふらっ瞬！」：「ひとっぱしり」「輝っ人」
以外の市町の情報をフラッシュ紹介

「輝
き ら っ と

っ人」：皆さんの身近で輝いている
人、旬な人を取り上げていきます

今月の表紙
東小学校・幼稚園合同焼き芋大会
　東小学校の校庭で小学生と園児が焼
き芋大会を楽しみました。昔ながらの
もみ殻を燃やして行われた焼き芋大
会、もみ殻に火を付け、適温に落ち着
かせるのに4時間、芋を入れて焼き上が
るまでに4時間、まさに一日がかりの大
イベント。たき火を崩すとゴロゴロと
300個ものサツマイモが。子どもたちは
あったかホクホクの焼き芋を両手に持
ち、右左交互にほおばっていました。
朝早くから先生や関係者の方々の準備
により、旬の味覚を満喫できた様子。
その笑顔に今も昔も変わらぬ秋の風情
が見て取れました。　　  （11月19日）

▽

  昭和 10 年代生まれの持ち主にと
って、「おばあちゃん」があられを
煎ってくれた思い出の道具。子ども
のころの思い出と、いつかまた使っ
てみようとの思いから、いまも大切
に保管しています。 
　当時の作り方は極めてシンプルで
すが、昔ながらの知恵が感じられま
す。材料はかたくなった鏡もち。役
目を終えた鏡もちを、まず水につけ
て柔らかくします。木槌などで細か
くくだいてから、じゅうぶん乾燥さ
せます。最後にこの道具にもちを入
れ、炭火で煎ったらできあがり。　
　味付けはせず、もちそのものの塩
味のみですが、「とてもおいしかっ
た」と教えてくれました。 

　この思い出は親子で共有している
とか。持ち主の子どもも、おばあち
ゃんにあられを煎ってもらっていた
からです。このころになると、あら
れの材料は、あられ用についた「の
しもち」。「のしもち」とは、つきた
てのもちを臼ごとそのまま細長くの
ばしたもの。干しえびなども入れた

「のしもち」もあったそうです。こ
れを細かく切って保管しておき、食
べる分だけその都度煎ったそうで
す。 
　撮影用に実際作ってみると、素朴
ですが「あとをひく味」。鏡もちで
のあられ作り、試してみてはいかが
でしょうか。     

あられ煎り　

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
『せんなんのたからもの』

大豆インクを使用しています 携帯サイトＱＲコード

この広報紙は再生紙を使用しています

　泉南市の人口・面積
人口 65,804人（＋６人）
男性 32,003人（＋11人）
女性 33,801人（－５人）
世帯数 24,987世帯（＋21世帯）
面積 48.48㎢

11月末現在。（　）内は前月比
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泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなん
のたからもの」。教育委員会では皆様の「せんなんのたからもの」を募集しています。 
【応募・問合せ】古代史博物館（☎483-6789）
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